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Nature Exposed: Soseki’s View of Korea and His 
Illness at Shuzenji Temple

SHIBATA Shoji

Natsume Soseki (1867–1916) has often been regarded as having had a contemptuous view of 

non-Japanese East Asian countries such as China and Korea. However, this interpretation is not 

necessarily correct. Soseki’s “individualism,” a way of thinking that values others as well as oneself, 

led him in fact to respect other countries and not just Japan, especially given the common practice 

in the Meiji period (1868–1912) of connecting the individual directly with his or her nation.

Certainly, Soseki had no strong attachment to China or Korea. Nevertheless, he was critical of 

Japan’s imperialistic expansion, an attitude expressed in Sorekara (“And Then,” 1909) and Mon (“The 

Gate,” 1910), works produced contemporaneously to the Japanese annexation of Korea (in 1910). In 

Mon, the protagonist and his wife are a solitary pair who live frugally in a tiny house under a cliff, 

without children; to Soseki, they symbolize the future of Japan and express his gloomy outlook for 

his nation. In Soseki’s world, children are a symbol of the future, and so the fact that Oyone, the 

wife, cannot have a child, experiencing repeated miscarriages, reflects the infertility and sterility of 

imperial Japan.

After finishing Mon, Soseki faced a health crisis, vomiting 800 g of blood at the spa at Shuzenji 

Temple in 1910. It has often been said that this crisis brought about a turning point in Soseki’s 

writing, because it made him recognize his fear of death. But in reality, his work shows no radical 

change after this crisis. His interests and themes remain the same. For instance, in Higan Sugi 

Made (“To the Spring Equinox and Beyond”), his first work written after the crisis, we can find 

several allegorical expressions characteristic of Soseki’s work as a whole; to take one example a 

cane appears with a handle shaped like the head of snake swallowing “something” that is not clearly 

described. The relation between the snake and the “something” being swallowed corresponds 

clearly to that between Japan and Korea. Similar allegories can also be found in Soseki’s previous 

work. In this way, the strength of Soseki’s artistic vision led him to maintain his method in works 

following his crisis of health.
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で
も
「
満
州
か
ら
朝
鮮
に
渡
つ
て
、
わ
が
同
胞
が
文
明
事
業
の
各
方
面
に
活
躍
し
て

大
い
に
優
越
者
と
な
つ
て
ゐ
る
状
態
を
目
撃
し
て
、
日
本
人
も
甚
だ
頼
母
し
い
人
種

だ
と
の
印
象
を
深
く
頭
の
中
に
刻
み
つ
け
ら
れ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と

も
『
満
州
日
日
新
聞
』
は
満
鉄
の
子
会
社
で
あ
り
、
そ
の
社
長
の
伊
藤
幸
次
郎
も
大

学
予
備
門
で
漱
石
と
同
級
で
あ
っ
た
旧
知
の
人
物
で
あ
り
、
そ
う
し
た
人
間
関
係
が

前
提
と
な
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
差
し
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
15
） 

講
演
「
物
の
関
係
と
三
様
の
人
間
」
は
『
満
州
日
日
新
聞
』
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
七
）

九
月
一
五
日
か
ら
一
九
日
ま
で
各
一
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
講
演
の
内

容
は
『
論
座
』
二
〇
〇
八
年
九
月
号
に
紹
介
さ
れ
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
16
） 

韓
国
併
合
に
関
す
る
記
事
は
当
然
新
聞
紙
面
を
毎
日
の
よ
う
に
賑
わ
せ
て
い
た
。
条

約
調
印
直
後
か
ら
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は
「
併
合
せ
ら
る
る
朝
鮮
」
「
朝
鮮
雑
話
」

と
い
っ
た
コ
ラ
ム
が
連
載
さ
れ
、
漱
石
が
大
吐
血
を
起
こ
し
た
八
月
二
四
日
に
は
「
朝

鮮
人
は
日
本
に
同
化
し
得
る
乎
」
と
い
う
思
想
家
・
教
育
家
の
海
老
名
弾
正
の
談
話

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
韓
国
併
合
詔
書
」
が
発
せ
ら
れ
た
翌
日
の
八
月
三
〇

日
の
紙
面
は
ほ
と
ん
ど
併
合
関
係
の
記
事
で
埋
め
ら
れ
た
。

（
17
） 

江
藤
淳
『
漱
石
と
そ
の
時
代
』
（
第
四
部
、
新
潮
社
、
一
九
九
六
）
に
よ
る
。

 

漱
石
の
文
章
の
引
用
は
基
本
的
に
『
漱
石
全
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
～

九
九
）
に
よ
り
、
講
演
「
物
の
関
係
と
三
様
の
人
間
」
は
『
満
州
日
日
新
聞
』

（
一
九
一
一
・
九
・
一
五
～
一
九
）
に
よ
っ
て
い
る
。
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や
素
材
が
盛
り
込
ま
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
分
主
題
の
統
一
性
は
希
薄
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
次
作
の
『
行
人
』
で
は
再
び
近
代
化
の
道
を
息
せ
き

切
っ
て
進
ん
で
き
た
日
本
の
姿
が
主
人
公
に
色
濃
く
込
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
懸

案
の
主
題
で
あ
る
朝
鮮
と
の
関
係
が
彼
を
め
ぐ
る
人
間
関
係
に
映
し
出
さ
れ
る
と

い
う
、
『
そ
れ
か
ら
』
『
門
』
を
引
き
継
ぐ
手
法
が
取
ら
れ
、
「
非
我
」
の
世
界
へ

の
関
心
を
立
て
直
し
た
漱
石
の
創
作
家
と
し
て
の
面
目
が
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

〔
註
〕

（
１
） 

日
記
の
記
載
に
よ
る
。
五
月
三
一
日
に
は
「
晴
。
小
説
「
そ
れ
か
ら
」
を
書
き
出
す
」

と
あ
り
、
八
月
一
四
日
に
は
「
「
そ
れ
か
ら
」
を
書
き
終
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
２
） 

引
用
は
琴
秉
東
編
『
資
料　

雑
誌
に
み
る
近
代
日
本
の
朝
鮮
認
識
』
（
３
、
緑
陰
書
房
、

一
九
九
九
）
に
よ
る
。

（
３
） 

海
野
福
寿
『
韓
国
併
合
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
九
五
）
に
よ
る
。

（
４
） 

吉
田
松
陰
は
松
下
村
塾
に
入
塾
し
て
き
た
伊
藤
に
つ
い
て
、
久
坂
玄
瑞
宛
書
簡

で
「
中
々
周
旋
家
ニ
ナ
リ
サ
フ
ナ
」
（
『
吉
田
松
陰
全
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
三
五
）
と
評
し
て
い
る
。

（
５
） 

日
記
や
「
断
片
」
に
も
伊
藤
へ
の
言
及
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
『
そ
れ
か
ら
』
執

筆
時
に
も
六
月
一
七
日
の
日
記
に
「
伊
藤
其
他
の
元
老
は
無
暗
に
宮
内
省
か
ら
金
を

と
る
由
。
十
万
円
、
五
万
円
。
な
く
な
る
と
寄
こ
せ
と
云
つ
て
く
る
由
。
人
を
馬
鹿

に
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
記
述
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
も
伊
藤
に
対
す
る
距
離
を

感
じ
さ
せ
な
が
ら
、
金
が
「
な
く
な
る
と
寄
こ
せ
と
云
つ
て
く
る
」
と
い
う
伊
藤
の

振
舞
い
は
、
成
人
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
父
か
ら
支
給
さ
れ
る
金
に
よ
っ
て
優

雅
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
代
助
の
生
活
と
重
な
り
、
伊
藤
に
関
す
る
情
報
が
そ
こ
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

（
６
） 

韓
国
併
合
へ
の
流
れ
と
そ
こ
で
伊
藤
博
文
が
演
じ
た
役
割
に
つ
い
て
は
主
に
森
山
茂

徳
『
日
韓
併
合
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
）
海
野
福
寿
『
韓
国
併
合
』（
前
出
）
、
同
『
伊

藤
博
文
と
韓
国
併
合
』
（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
四
）
、
呉
善
花
『
韓
国
併
合
へ
の
道
』
（
前

出
）
、
高
大
勝
『
伊
藤
博
文
と
朝
鮮
』
（
社
会
評
論
社
、
二
〇
〇
一
）
、
伊
藤
之
雄
『
伊

藤
博
文
を
め
ぐ
る
日
韓
関
係　

韓
国
統
治
の
夢
と
挫
折1905~1921

』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
一
一
）
を
参
照
し
た
。

（
７
） 『
東
京
パ
ッ
ク
』
一
九
一
〇
年
四
月
号
。
他
に
併
合
条
約
調
印
直
後
に
出
さ
れ
た
同
誌

一
九
一
〇
年
九
月
で
は
、
日
本
人
男
性
と
韓
国
人
女
性
が
結
婚
し
、
夫
が
妻
の
爪
を

切
っ
て
や
っ
て
い
る
一
見
仲
睦
ま
じ
い
姿
が
描
か
れ
た
戯
画
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
に
は
そ
の
夫
の
配
慮
が
妻
つ
ま
り
朝
鮮
民
衆
に
「
引
掻
か
れ
な
い
用
意
」
で
あ

る
と
い
う
皮
肉
な
コ
メ
ン
ト
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

（
８
） 

伊
藤
の
暗
殺
直
後
に
は
そ
の
下
手
人
の
名
前
は
正
確
に
伝
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
『
東
京

朝
日
新
聞
』
の
報
道
に
お
い
て
も
一
〇
二
八
日
に
は
「
兇
徒
の
元
凶
は
ウ
ン
チ
ア
ン

（
三
十
一
）
な
り
」
と
記
さ
れ
、
一
一
月
一
日
に
「
兇
漢
安
応
七
」
と
い
う
名
前
が
出

さ
れ
、
一
一
月
三
日
の
記
事
に
よ
う
や
く
「
安
重
根
」
の
名
前
が
本
名
と
し
て
確
定

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
〇
月
末
に
想
定
さ
れ
る
こ
の
会
話
に
お
い
て
安
の
名

前
が
出
さ
れ
て
い
な
い
の
は
自
然
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
応
七
」
は
安
の
胸
部
に
七

つ
の
黒
子
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
字あ

ざ

で
あ
り
、
安
の
名
前
と

し
て
誤
り
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
９
） 

中
野
重
治
「
漱
石
以
来
」
（
「
ア
カ
ハ
タ
」
一
九
五
八
・
三
・
五
）
。
引
用
は
『
中
野
重
治

全
集
』
第
二
三
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
）
に
よ
る
。

（
10
） 

針
生
一
郎
「
明
治
文
学
に
お
け
る
自
我
と
民
衆
」
（
『
文
学
』
一
九
七
六
・
七
）
。

（
11
） 

米
田
利
昭
『
わ
た
し
の
漱
石
』
（
勁
草
書
房
、
一
九
九
〇
）
。
米
田
は
一
方
向
的
に
中

国
・
朝
鮮
に
対
す
る
漱
石
の
差
別
的
な
眼
差
し
を
指
摘
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
漱
石
の

中
国
人
観
、
朝
鮮
人
観
に
は
、
人
権
思
想
は
あ
っ
た
。
そ
れ
と
異
民
族
支
配
に
対
す

る
罪
悪
感
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
そ
れ
を
倫
理
的
に
不
快
と
す
る
抵
抗
感
覚
は
あ
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
12
） 

小
森
陽
一
『
漱
石
を
読
み
な
お
す
』
（
ち
く
ま
新
書
、
一
九
九
五
）
。
小
森
は
「
「
個
人

主
義
」
の
倫
理
を
、
国
家
間
の
倫
理
に
し
た
と
き
、
そ
こ
に
は
明
ら
か
に
帝
国
主
義

批
判
の
論
点
が
屹
立
す
る
の
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
13
） 
伊
豆
利
彦
『
漱
石
と
天
皇
制
』
（
有
精
堂
出
版
、
一
九
八
九
）
。

（
14
） 
近
年
発
掘
さ
れ

た
、
『
満
州
日
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ

た
「
満
韓
所
感
」

（
一
九
〇
九
・
一
一
・
六
、
黒
川
創
「
暗
殺
者
た
ち
」
『
新
潮
』
二
〇
〇
八
・
二
、
で
紹
介
）

（21）
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は
高
木
と
い
う
男
の
存
在
で
、
彼
に
対
す
る
嫉
妬
が
千
代
子
へ
の
接
近
を
躊
躇
さ

せ
、
彼
と
の
競
争
関
係
に
陥
る
こ
と
を
回
避
さ
せ
て
い
る
。
須
永
は
叔
父
の
松
本

に
「
世
の
中
と
接
触
す
る
度
に
内
に
と
ぐ
ろ
を
捲
き
込
む
性
質
で
あ
る
」
あ
る
い

は
「
自
我
よ
り
外
に
当
初
か
ら
何
物
も
持
つ
て
ゐ
な
い
男
で
あ
る
」（
と
も
に
「
松

本
の
話
」
一
）
と
評
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
自
身
の
自
我
を
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と

を
何
よ
り
も
恐
れ
て
い
る
。
彼
は
恋
愛
に
関
し
て
も
「
若も

し
そ
の
恋
と
同
じ
度
合

の
激
烈
な
競
争
を
敢
て
し
な
け
れ
ば
思
ふ
人
が
手
に
入
ら
な
い
な
ら
、
僕
は
ど
ん

な
苦
痛
と
犠
牲
を
忍
ん
で
も
、
超
然
と
手
を
懐
ろ
に
し
て
恋
人
を
見
棄
て
て
し
ま

ふ
積

つ
も
り

で
ゐ
る
」
（
「
須
永
の
話
」
二
十
三
）
と
い
う
確
信
を
抱
い
て
い
る
が
、
作
中

人
物
と
し
て
の
輪
郭
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
高
木
の
存
在
は
、
む
し
ろ
こ
う
し
た

彼
の
自
己
保
全
の
欲
求
を
喚
起
す
る
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
須
永
の
輪
郭
は
、
後
年
の
作
品
に
な
る
が
三
島
由
紀
夫
の
『
春
の
雪
』

（
一
九
六
五
～
六
七
）
の
前
半
部
分
で
の
主
人
公
清
顕
を
想
起
さ
せ
る
。
清
顕
も

冷
淡
な
自
我
主
義
者
で
あ
り
、
自
身
を
慕
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
聡
子
の

接
近
を
回
避
し
つ
づ
け
る
が
、
そ
れ
は
結
婚
に
よ
っ
て
堂
上
華
族
の
令
嬢
で
あ
る

彼
女
が
担
っ
て
い
る
優
雅
の
位
階
の
な
か
に
自
分
が
入
っ
た
時
、
彼
女
の
劣
位
者

に
自
分
が
置
か
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
清
顕
を
断
念
し
た
聡
子

が
皇
族
の
も
と
に
嫁
ぐ
こ
と
が
決
ま
っ
た
段
階
に
な
っ
て
、
逆
に
彼
女
へ
の
情
念

が
清
顕
を
捉
え
、
聡
子
を
犯
す
と
い
う
行
為
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

清
顕
も
須
永
と
同
じ
く
自
我
が
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
人
物
だ
が
、
三

島
の
世
界
に
繰
り
返
し
描
か
れ
る
憑
依
的
な
情
念
に
合
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

動
的
な
行
動
者
と
な
る
。
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
が
漱
石
の
世
界
で
は
「
暗
示
」

で
あ
り
、
外
界
か
ら
の
働
き
か
け
に
半
ば
無
意
識
に
感
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

行
動
の
主
体
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
典
型
が
三
千
代
へ
の
愛
の
再
認

識
と
父
親
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
政
略
結
婚
の
回
避
が
相
乗
し
つ
つ
、
彼
女
を
平
岡

か
ら
奪
い
取
る
行
動
の
主
体
と
な
る
『
そ
れ
か
ら
』
の
代
助
で
あ
っ
た
。
自
我
意

識
の
檻
の
な
か
に
と
ど
ま
る
限
り
、
人
間
は
動
的
な
行
動
者
と
な
れ
な
い
と
い
う

の
が
漱
石
と
三
島
に
共
通
す
る
認
識
で
あ
り
、
外
部
的
な
要
素
と
感
応
し
、
そ
れ

を
内
に
導
き
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
行
動
の
動
力
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
あ
る
意
味
で
は
受
動
的
な
人
間
た
ち
で
あ
る
。

『
金
閣
寺
』
の
内
省
的
な
主
人
公
は
柏
木
と
い
う
友
人
の
虚
無
の
思
想
に
染
ま
る

こ
と
を
契
機
と
し
て
放
火
者
と
な
り
、
『
坊
つ
ち
や
ん
』
の
一
本
気
な
主
人
公
に

し
て
も
あ
ま
り
に
も
周
囲
の
使
嗾
に
た
や
す
く
乗
っ
て
し
ま
う
青
年
で
あ
っ
た
。

漱
石
の
作
品
世
界
で
は
さ
ら
に
そ
の
外
的
な
要
素
は
メ
タ
レ
ベ
ル
か
ら
も
も
た

ら
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
喧
嘩
っ
早
い
性
格
の
背
後
に
日
露
戦
争
が

透
か
し
見
ら
れ
、
代
助
や
宗
助
の
女
性
を
奪
い
取
る
行
動
の
背
後
に
韓
国
併
合
の

進
行
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
同
時
代
の
日
本
の
対
外
的
な
行
動
を
写
し
取
る

よ
う
に
、
他
者
へ
の
働
き
か
け
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
取
り
払
わ
れ
た
地

平
に
置
か
れ
る
と
、
『
草
枕
』
（
一
九
〇
七
）
の
語
り
手
の
よ
う
に
漱
石
の
人
物
は

審
美
的
な
観
察
者
に
な
っ
て
し
ま
い
、
行
動
の
契
機
を
手
に
し
に
く
い
の
で
あ
る
。

『
彼
岸
過
迄
』
は
こ
の
よ
う
に
、
漱
石
の
自
我
観
や
日
露
戦
争
後
の
社
会
や
外

交
へ
の
認
識
が
主
要
人
物
に
分
担
的
に
託
さ
れ
、
さ
ら
に
千
代
子
の
姪
で
あ
る
幼

女
の
死
に
は
、
前
年
の
一
一
月
に
急
逝
し
た
自
身
の
五
女
ひ
な
子
の
急
逝
が
映
し

出
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
時
点
の
漱
石
の
手
の
内
に
あ
っ
た
諸
々
の
主
題

（20）
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十
夜
」
で
は
絶
壁
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
庄
太
郎
が
、
自
分
の
も
と
に
押
し
寄
せ
て

来
る
豚
の
大
群
の
鼻
を
叩
き
つ
づ
け
る
道
具
と
し
て
、
『
三
四
郎
』
（
一
九
〇
八
）

で
は
川
縁
で
寝
て
い
る
二
匹
の
羊
を
睨
ん
で
い
る
、
向
こ
う
岸
に
い
る
「
悪デ

ヴ
ィ
ル魔

」

が
手
に
し
て
い
る
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
相
手
に
加
え
る
べ
き

攻
撃
の
手
立
て
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
含
意
を
『
彼
岸
過
迄
』

に
振
り
向
け
、
満
州
に
赴
い
て
い
っ
た
森
本
の
輪
郭
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ア

ジ
ア
諸
国
に
植
民
地
化
の
力
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
日
本
の
帝
国
主
義
的
な
攻
撃
性

を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
る
。
森
本
は
今
後
い
わ
ゆ
る
「
大
陸
浪
人
」
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
実
際
日
本
の
中
国
大
陸
で
の
帝
国
主
義
的
進
出
に
加
勢
し
た
の
は
、

頭
山
満
や
内
田
良
平
に
代
表
さ
れ
る
冒
険
者
的
気
質
を
持
っ
た
「
大
陸
浪
人
」
た

ち
で
あ
っ
た
。

ま
た
「
蛇
」
は
男
性
の
性
器
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
れ
が
呑
み
込
ん
で
い
る
相
手

と
「
長
い
様
な
又
短
い
様
な
、
出
る
様
な
又
這
入
る
様
な
」
関
係
を
結
ん
で
い
る

の
は
性
行
為
自
体
を
暗
示
し
て
い
る
。
洋
杖
も
そ
の
形
態
か
ら
男
性
器
の
象
徴
と

見
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
こ
の
奇
妙
な
洋
杖
は
全
体
と
し
て
女
性
へ
の
完

全
で
は
な
い
侵
犯
、
領
略
を
表
象
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
前
に
も
触

れ
た
よ
う
に
、
漱
石
の
作
品
で
も
大
衆
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
も
、
日
韓
の

併
合
は
男
女
の
結
婚
に
見
立
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
考
え
て
も
こ

の
蛇
の
頭
を
持
つ
洋
杖
が
併
合
後
の
日
韓
関
係
の
イ
メ
ー
ジ
化
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
漱
石
は
生
命
の
危
機
を
脱
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
安

部
能
成
や
坂
元
雪
鳥
に
「
朝
鮮
の
合
邦
」
に
つ
い
て
尋
ね
て
お
り
、
身
体
が
平
常

で
は
な
い
状
態
に
あ
っ
て
も
こ
の
問
題
が
脳
裏
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
意
識

の
な
か
で
『
そ
れ
か
ら
』
『
門
』
を
引
き
継
ぐ
形
で
韓
国
併
合
の
問
題
が
こ
の
作

品
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
実
際
併
合
後

も
朝
鮮
で
は
、
特
権
を
奪
わ
れ
た
旧
両
班
層
を
中
心
と
し
た
人
び
と
に
よ
る
抗
日

運
動
が
持
続
し
て
お
り
、
日
本
は
そ
れ
に
対
し
て
憲
兵
警
察
制
度
に
よ
る
武
断
統

治
の
強
化
に
よ
っ
て
対
応
し
よ
う
と
し
た
。
日
本
は
民
族
的
な
近
し
さ
か
ら
朝
鮮

人
を
日
本
人
に
「
同
化
」
さ
せ
よ
う
と
す
る
施
策
を
取
ろ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
か
え
っ
て
「
同
化
」
し
き
れ
な
い
、
す
な
わ
ち
〈
呑
み
込
ま
れ
〉
き
ら

な
い
他
者
と
し
て
の
姿
が
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
作
の
『
行
人
』

（
一
九
一
二
～
一
三
）
で
よ
り
全
体
的
な
主
題
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

敬
太
郎
自
身
は
作
中
で
様
々
な
人
物
を
媒
介
す
る
役
柄
で
あ
る
た
め
に
、
『
そ

れ
か
ら
』
の
代
助
の
よ
う
な
動
的
な
行
動
の
主
体
に
は
な
ら
な
い
が
、
森
本
の
輪

郭
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
や
は
り
帝
国
主
義
的
な
日
本
の
寓
意
を
間
接
的
に

ま
と
っ
て
い
る
。
ま
た
定
職
を
探
し
あ
ぐ
ね
、
森
本
に
「
へ
ぇ
ー
、
近
頃
は
大
学

を
卒
業
し
て
も
、
ち
ょ
つ
く
ら
一ち

ょ
っ
と寸

口
が
見
付
か
ら
な
い
も
ん
で
す
か
ね
え
。
余

程
不
景
気
な
ん
だ
ね
」
（
「
風
呂
の
後
」
六
）
と
言
わ
れ
る
姿
は
、
『
そ
れ
か
ら
』

で
も
描
出
さ
れ
て
い
る
、
日
露
戦
争
後
の
不
況
下
の
日
本
の
表
象
で
も
あ
る
。

し
か
し
『
彼
岸
過
迄
』
の
中
心
人
物
は
敬
太
郎
の
知
人
で
あ
る
須
永
で
、
後
半

に
展
開
さ
れ
る
彼
の
独
白
的
な
長
い
物
語
が
作
品
の
主
要
部
分
を
成
し
て
い
る
。

彼
は
自
分
と
の
結
婚
の
意
志
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
従
妹
の
千
代
子
と
結
ば
れ
る

成
り
行
き
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
彼
女
を
妻
と
す
る
こ
と
か
ら
み
ず

か
ら
降
り
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
の
直
接
の
契
機
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

（19）
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六　

『
彼
岸
過
迄
』
の
「
洋ス

テ
ッ
キ杖

」

け
れ
ど
も
こ
れ
ま
で
眺
め
て
き
た
韓
国
・
朝
鮮
と
の
関
係
は
や
は
り
こ
の
作
品

に
も
寓
意
的
な
形
で
姿
を
現
し
て
い
る
。
初
め
の
「
風
呂
の
後
」
で
敬
太
郎
が
交

わ
り
を
持
つ
下
宿
の
同
居
人
の
森
本
は
、
事
業
欲
に
導
か
れ
て
九
州
や
四
国
に
足

を
伸
ば
し
た
こ
と
の
あ
る
「
冒
険
家
」
的
な
人
物
で
、
現
在
は
役
所
に
勤
め
て
い

る
も
の
の
、
間
も
な
く
そ
こ
を
去
っ
て
満
州
に
赴
く
の
だ
っ
た
が
、
彼
が
置
い
て

い
っ
た
「
洋ス

テ
ッ
キ杖

」
が
媒
介
と
な
っ
て
、
そ
の
後
の
章
で
敬
太
郎
は
こ
の
洋
杖
を
自

分
の
持
物
と
し
て
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
重
要
な
の
は
こ
の
洋
杖
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
持
ち
手
の
部
分
に
森
本
が
み
ず
か
ら
彫
っ
た
「
蛇
の
首
」
で
あ
る
。

　

此
洋ス

テ
ッ
キ杖

は
竹
の
根
の
方
を
曲
げ
て
柄え

に
し
た
極
め
て
単
簡
な
も
の
だ
が
、

た
ゞ
蛇
を
彫
つ
て
あ
る
所
が
普
通
の
杖
と
違
つ
て
ゐ
た
。
尤

も
っ
と

も
輸
出
向
に
能
く

見
る
や
う
に
蛇
の
身
を
ぐ
る

ぐ
竹
に
巻
き
付
け
た
毒
々
し
い
も
の
で
は
な

く
、
彫
つ
て
あ
る
の
は
た
ゞ
頭
丈
で
、
其
頭
が
口
を
開
け
て
何
か
呑
み
掛
け
て

ゐ
る
所
を
握

に
ぎ
り

に
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
け
れ
ど
も
其
呑
み
掛
け
て
ゐ
る
の
が
何

で
あ
る
か
は
、
握
り
の
先
が
丸
く
滑
つ
こ
く
削
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
蛙
だ
か

鶏た

ま

ご卵
だ
か
誰
に
も
見
当
が
付
か
な
か
つ
た
。 

（
「
停
留
所
」
五
）

つ
づ
く
同
じ
章
の
「
六
」
で
は
「
胴
か
ら
下
の
な
い
蛇
の
首
が
、
何
物
か
を
呑

ま
う
と
し
て
呑
ま
ず
、
吐
か
う
と
し
て
吐
か
ず
、
何
時
迄
も
竹
の
棒
の
先
に
、
口

を
開
い
た
儘
喰
付
い
て
ゐ
る
」
と
、
「
呑
み
か
け
」
の
状
態
が
よ
り
詳
し
く
語
ら

れ
る
が
、
こ
の
「
何
物
か
」
を
呑
も
う
と
し
つ
つ
呑
み
き
れ
な
い
蛇
の
頭
の
曖
昧

な
状
態
は
、
そ
の
後
同
じ
章
で
敬
太
郎
が
見
て
も
ら
う
占
い
師
の
老
婆
の
「
貴
方

は
自
分
の
様
な
又
他ひ

人と

の
様
な
、
長
い
様
な
又
短
か
い
様
な
、
出
る
様
な
又
這は

い入

る
様
な
も
の
を
持
つ
て
居
ら
つ
し
や
る
」
（
「
停
留
所
」
十
九
）
と
い
う
言
葉
と
繋

が
り
、
こ
の
洋
杖
に
託
さ
れ
た
森
本
の
運
命
を
敬
太
郎
が
引
き
継
い
で
い
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
る
。
敬
太
郎
自
身
こ
の
占
い
師
の
老
婆
の
言
葉
が
森
本
の
置
い
て

い
っ
た
洋
杖
の
彫
り
物
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
自
分
に
帰
属
す
る
よ
う

な
し
な
い
よ
う
な
曖
昧
な
物
の
主
体
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ

る
。も

と
も
と
「
妙
な
洋ス

テ
ッ
キ杖

を
突
い
て
、
役
所
か
ら
帰
る
と
能
く
出
て
行
つ
た
」（
「
風

呂
の
後
」
九
）
と
記
さ
れ
、
「
森
本
の
運
命
と
其
運
命
を
黙
つ
て
代
表
し
て
ゐ
る

蛇
の
頭
」
（
「
停
留
所
」
六
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
洋
杖
は
躊
躇
せ

ず
大
陸
に
赴
い
て
行
く
「
冒
険
家
」
的
な
森
本
の
存
在
を
喚
起
す
る
分
身
的
な
持

物
で
あ
る
。
敬
太
郎
も
ま
た
「
冒
険
」
へ
の
憧
憬
を
少
年
時
代
か
ら
抱
き
な
が
ら

過
ご
し
て
き
た
青
年
で
あ
り
、
そ
の
敬
太
郎
が
森
本
の
分
身
的
な
持
物
を
引
き
継

ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
彼
と
の
連
続
性
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。
そ

し
て
こ
れ
ま
で
の
作
品
と
の
文
脈
を
下
敷
き
に
す
れ
ば
、
こ
の
「
何
物
か
を
呑
ま

う
と
し
て
呑
ま
ず
、
吐
か
う
と
し
て
吐
か
ず
」
と
い
う
不
完
全
な
併
呑
の
関
係
の

な
か
で
「
自
分
の
様
な
ま
た
他ひ

人と

の
様
な
」
曖
昧
な
帰
属
物
と
な
っ
て
い
る
対
象

と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
併
合
に
よ
っ
て
日
本
の
一
部
と
な
り
な
が
ら
、
そ
れ
ま

で
の
抵
抗
の
姿
勢
が
残
存
す
る
な
か
で
、
完
全
に
日
本
に
〈
呑
み
込
ま
れ
〉
き
ら

な
い
相
手
と
な
っ
て
い
る
朝
鮮
の
寓
意
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

漱
石
の
作
品
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
「
洋ス

テ
ッ
キ杖

」
は
、『
夢
十
夜
』（
一
九
〇
八
）
の
「
第

（18）
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こ
れ
ら
は
『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
に
「
霊
が
細
か
い
神
経
の
末
端
に
迄
行
き
亘
つ

て
、
泥
で
出
来
た
肉
体
の
内
部
を
、
軽
く
清
く
す
る
と
共
に
、
官
能
の
実
覚
か
ら

杳
か
に
遠
か
ら
し
め
た
状
態
で
あ
つ
た
」
な
ど
と
語
ら
れ
る
、
吐
血
後
の
感
慨
か

ら
汲
み
取
ら
れ
た
解
釈
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
死
へ
の
接
近
が
も
た
ら
し
た
逆

説
的
な
至
福
の
時
間
を
、
漱
石
は
本
領
の
創
作
行
為
に
盛
り
込
む
こ
と
は
な
か
っ

た
。
『
薤
露
行
』
や
『
幻
影
の
盾
』
（
と
も
に
一
九
〇
五
）
と
い
っ
た
、
出
発
時
に

書
か
れ
た
夢
幻
的
な
作
品
世
界
に
漱
石
が
回
帰
す
る
こ
と
は
な
く
、
『
彼
岸
過
迄
』

（
一
九
一
二
）
以
降
の
作
品
は
大
患
以
前
と
同
じ
く
長
篇
の
規
模
を
取
り
、
方
法

的
に
も
主
題
的
に
も
連
続
性
を
保
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
『
門
』
の
擱
筆
か
ら
約
一
年
半
の
期
間
を
置
い
て
着
手
さ
れ
た
『
彼
岸

過
迄
』
は
前
後
の
作
品
と
は
異
な
り
、
み
ず
か
ら
冒
頭
の
「
「
彼
岸
過
迄
」
に
就

て
」
で
「
個
々
の
短
篇
が
相
合
し
て
一
長
篇
を
構
成
す
る
や
う
に
仕
組
ん
だ
ら
、

新
聞
小
説
と
し
て
存
外
面
白
く
読
ま
れ
は
し
な
い
だ
ら
う
か
」
と
述
べ
る
よ
う

に
、
独
立
性
の
高
い
六
つ
の
章
が
束
ね
ら
れ
る
形
で
構
成
さ
れ
た
異
色
の
長
篇
と

し
て
成
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
敬
太
郎
と
い
う
青
年
を
介
し
て
、
彼
の
知
人
や
叔

父
、
あ
る
い
は
そ
の
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
の
主
体
と
な
る
形
で
語
ら
れ
て
い

く
が
、
逆
に
い
え
ば
作
品
全
体
と
し
て
の
一
貫
し
た
展
開
は
乏
し
く
、
拡
散
し
た

印
象
を
残
す
作
品
で
あ
る
。

そ
れ
は
や
は
り
、
こ
の
作
品
が
病
床
に
と
ど
ま
り
が
ち
で
あ
っ
た
時
期
に
着
想

さ
れ
た
と
い
う
事
情
を
反
映
し
て
い
る
。
「
「
彼
岸
過
迄
」
に
就
て
」
で
は
、
本
来

前
年
の
夏
頃
か
ら
新
し
い
作
品
に
取
り
か
か
る
べ
き
と
こ
ろ
が
、
身
体
の
無
理
を

憂
慮
す
る
周
囲
の
進
言
に
よ
っ
て
引
き
延
ば
し
に
な
っ
て
お
り
、
新
し
い
年
に

入
っ
て
し
ま
っ
た
事
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

歳
の
改
ま
る
元
旦
か
ら
、

愈
い
よ
い
よ

書
始
め
る
緒い

と
ぐ
ち口

を
開
く
や
う
に
事
が
極き

ま

つ
た

時
は
、
長
い
間
抑
へ
ら
れ
た
も
の
が
伸
び
る
時
の
楽

た
の
し
みよ

り
は
、
脊
中
に
脊し

ょ

わ負
さ

れ
た
義
務
を
形
附
る
時
機
が
来
た
と
い
ふ
意
味
で
先ま

ず

何
よ
り
も
嬉
し
か
つ
た
。

け
れ
ど
も
長
い
間
抛ほ

う

り
出
し
て
置
い
た
こ
の
義
務
を
、
何ど

う
し
た
ら
例

い
つ
も

よ
り
も

手
際
よ
く
遣や

っ

て
退の

け
ら
れ
る
だ
ら
う
か
と
考
へ
る
と
、
又
新
ら
し
い
苦
痛
を
感

ぜ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。

こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
彼
岸
過
迄
』
は
そ
の
時
点
で
の
問
題
意
識

を
起
点
と
し
て
物
語
を
構
築
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
職
業
作
家
と
し
て
の
創
作
行

為
に
復
帰
す
る
た
め
の
助
走
と
し
て
書
か
れ
た
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
本
来
漱
石

に
創
作
の
モ
チ
ー
フ
を
与
え
る
も
の
は
、「
非
我
」
と
し
て
の
外
部
世
界
の
動
向

で
あ
り
、
新
聞
社
の
一
員
と
な
っ
て
か
ら
は
と
く
に
そ
れ
を
源
泉
と
す
る
傾
向
が

強
ま
っ
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
大
患
や
そ
の
後
も
断
続
的
に
襲
わ
れ
た
胃
潰
瘍

や
痔
疾
な
ど
の
病
に
よ
っ
て
病
臥
に
伏
し
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
外
界
へ

の
感
応
を
低
下
さ
せ
る
要
因
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。『
彼
岸
過
迄
』
が
物
語
的
な

強
い
一
貫
性
を
持
た
な
い
の
は
そ
の
現
れ
で
も
あ
り
、
そ
れ
を
代
替
す
る
よ
う
に
、

こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
漱
石
が
作
品
に
盛
り
込
ん
で
き
た
主
題
と
現
在
時
の
感
慨
が

い
わ
ば
総
花
的
に
込
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
篇
の
軸
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（17）
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石
は
談
話
「
死
骸
と
な
つ
て
棄
て
ら
れ
た
博
士
号
」
（
一
九
一
一
）
で
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。

結
局
文
部
省
は
私
に
何
し
て
も
博
士
号
を
呉
れ
た
と
云
、
私
は
何
う
し
て
も
貰

は
ぬ
と
云
ふ
、
此こ

の
ま
ま儘

で
幾
年
か
経
過
す
れ
ば
世
間
の
人
達
は
私
が
博
士
を
辞
退

し
た
の
だ
と
云
ふ
こ
と
は
忘
れ
て
仕
舞
ふ
で
せ
う
か
ら
文
部
省
は
何ど

こ

ま

で

所
迄
も
私

を
博
士
に
し
て
仕
舞
つ
て
私
を
文
学
博
士
夏
目
金
之
助
と
呼
ぶ
の
で
せ
う
、
が

私
は
唯
の
夏
目
な
に
が
し
で
暮
し
た
い
ん
で
す
か
ら
さ
う
云
ふ
こ
と
は
甚
だ
迷

惑
千
万
で
す
（
以
下
略
）

漱
石
が
博
士
の
学
位
を
受
け
る
こ
と
を
拒
ん
だ
の
は
、
と
く
に
そ
の
反
権
力
的

な
姿
勢
の
現
れ
と
見
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
〈
学
者
〉
と
い
う
自
身
の
立

場
を
功
利
主
義
に
対
置
さ
れ
る
も
の
と
し
て
漱
石
は
尊
重
し
て
い
た
が
、
東
京
朝

日
新
聞
社
入
社
に
よ
っ
て
こ
の
立
場
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
四
〇
歳
代
前
半

に
は
、
新
た
な
自
己
の
在
り
処
を
確
立
す
る
こ
と
に
心
を
砕
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
〈
学
者
〉
で
も
な
く
、
青
年
期
に
描

い
た
反
世
俗
的
な
風
流
人
で
も
な
く
、
外
界
の
潮
流
の
核
と
し
て
の
Ｆ
を
捉
え
、

そ
こ
に
潜
む
「
真
」
を
描
き
出
す
職
能
の
主
体
と
し
て
の
「
芸
術
家
」
な
い
し
「
創

作
家
」
と
い
う
同
一
性
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
明
確
化
さ
れ
た
段
階
に
な
っ
て
、
自

分
が
数
年
前
に
苦
労
し
て
滅
却
し
た
〈
学
者
〉
と
し
て
の
位
置
を
こ
と
さ
ら
に
与

え
ら
れ
る
の
は
、
確
か
に
「
甚
だ
迷
惑
千
万
」
な
こ
と
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
し
て

当
時
の
新
聞
紙
面
で
忖
度
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
漱
石
の
生
命
の
危
機
を
見
越
し

て
存
命
の
う
ち
に
博
士
号
を
授
与
し
て
お
こ
う
と
い
う
意
向
が
文
部
省
に
あ
っ
た

と
し
た
ら
（
17
）

、
漱
石
に
と
っ
て
は
一
層
「
迷
惑
」
以
外
で
は
な
か
っ
た
。

反
面
自
身
の
〈
学
者
〉
的
自
我
に
内
実
を
与
え
て
い
た
、
物
質
至
上
的
な
功

利
主
義
に
対
峙
す
る
姿
勢
自
体
は
も
ち
ろ
ん
漱
石
の
な
か
で
持
続
し
て
お
り
、

そ
の
点
で
は
漱
石
は
依
然
と
し
て
〈
学
者
〉
で
あ
っ
た
。
「
博
士
問
題
の
成
行
」

（
一
九
一
一
）
で
「
博
士
で
な
け
れ
ば
学
者
で
な
い
様
に
、
世
間
を
思
は
せ
る
程

博
士
に
価
値
を
賦
与
し
た
な
ら
ば
、
学
問
は
少
数
の
博
士
の
専
有
物
と
な
つ
て
、

僅
か
な
学
者
的
貴
族
が
、
学
権
を
掌
握
し
尽
す
に
至
る
と
共
に
、
選
に
洩
れ
た
る

他
は
一
般
か
ら
閑
却
さ
れ
る
の
結
果
と
し
て
、
厭
ふ
べ
き
弊
害
の
続
出
せ
ん
事
を

余
は
切
に
憂
ふ
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
漱
石
の
意
識
で

は
「
博
士
」
で
な
く
と
も
学
問
に
関
わ
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
り
、
人
間
の
精

神
的
営
為
を
探
求
す
る
広
義
の
〈
学
者
〉
と
し
て
の
活
動
を
漱
石
は
現
在
の
「
創

作
家
」
と
い
う
立
場
で
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
「
博
士
」
の
学

位
は
漱
石
に
は
不
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
博
士
学
位
辞
退
の
一
件
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
吐
血
に
よ
る
生
命
の

危
機
を
く
ぐ
り
な
が
ら
、
漱
石
の
表
現
者
と
し
て
の
意
識
、
自
覚
に
は
揺
る
ぎ
が

な
か
っ
た
。
従
来
「
修
善
寺
の
大
患
」
で
経
験
し
た
「
三
十
分
の
死
」
（
『
思
ひ
出

す
事
な
ど
』
）
は
、
江
藤
淳
が
「
不
思
議
な
恍
惚
感
」
（
『
決
定
版
夏
目
漱
石
』
新

潮
社
、
一
九
七
四
）
と
表
現
す
る
よ
う
な
、
夢
幻
的
な
境
地
に
漱
石
を
い
ざ
な
う

契
機
と
な
っ
た
と
い
う
見
方
が
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
桶
谷
秀
昭
も
「
漱
石
の
幸

福
は
、
冷
酷
な
自
然
の
力
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
も
死
に
近
い
と
こ
ろ
に
い
た
と
き

実
現
し
た
」
（
『
夏
目
漱
石
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
六
）
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

（16）



東京外国語大学論集第 88 号（2014）338

た
。
い
わ
ゆ
る
修
善
寺
の
大
患
で
あ
る
。
夫
人
の
鏡
子
は
松
根
か
ら
の
電
報
を
受

け
て
一
八
日
に
修
善
寺
に
駆
け
つ
け
、
大
吐
血
後
は
子
供
た
ち
や
親
族
、
ま
た
森

田
草
平
、
鈴
木
三
重
吉
、
安
部
能
成
ら
門
弟
た
ち
が
見
舞
い
に
参
集
し
た
。

一
時
は
生
命
の
維
持
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
態
と
な
っ
た
が
、
約
十
日
後
に
は
病
状

が
落
ち
着
き
、
九
月
八
日
か
ら
は
自
身
の
手
で
日
記
を
付
け
始
め
、
俳
句
、
漢
詩

を
も
の
す
る
ま
で
に
恢
復
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
九
月
一
八
日
の
日
記
に
は
「
始

め
て
粥
半
椀
を
食
ふ
」
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
、
九
月
二
〇
日
の
日
記
に
は
「
病

前
に
読
み
か
け
た
六
づ
か
し
い
本
を
寐
な
が
ら
読
む
に
頭
の
工
合
は
病
前
と
差
し

て
異
な
ら
ず
」
と
、
自
身
の
創
作
の
源
泉
た
る
知
的
能
力
が
低
減
し
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。
一
〇
月
一
一
日
に
帰
京
後
は
直
ち
に
長
与
胃
腸
病
院
に
入

院
し
、
病
院
の
中
で
随
想
の
『
思
ひ
出
す
事
』
を
書
き
継
い
で
い
っ
た
。
明
治

四
四
年
（
一
九
一
一
）
の
正
月
も
病
院
で
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
退
院
し
た
の
は

二
月
二
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

韓
国
併
合
が
成
っ
た
の
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
大
患
の
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
韓

国
併
合
条
約
が
調
印
さ
れ
た
の
は
八
月
二
二
日
で
あ
り
、
そ
の
二
日
後
に
漱
石
は

大
吐
血
を
起
こ
し
、
危
機
的
な
状
態
に
陥
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
決
し
て

偶
然
の
照
応
で
は
な
く
、
漱
石
の
胃
の
状
態
を
悪
化
さ
せ
て
い
た
要
因
に
、
韓
国

併
合
へ
の
憂
慮
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
国
際
間
の
政
治
的
緊
張
が
漱
石

の
気
分
や
体
調
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰

国
後
に
神
経
衰
弱
が
悪
化
し
た
の
も
、
義
和
団
事
変
後
満
州
か
ら
ロ
シ
ア
軍
が
撤

退
せ
ず
、
そ
れ
が
日
露
戦
争
の
引
き
金
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
状
況
に
お
い
て
で

あ
っ
た
。
漱
石
が
坂
元
や
安
部
に
「
日
韓
併
合
の
顛
末
」
を
聞
い
た
の
は
、
そ
の

条
約
の
調
印
が
な
さ
れ
た
直
後
で
あ
り
、
日
本
が
隣
国
を
領
有
し
て
版
図
を
拡
げ

る
こ
と
へ
の
違
和
感
が
、
そ
れ
ま
で
も
漱
石
の
胃
を
苛
ん
で
い
た
可
能
性
は
十
分

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

森
田
草
平
の
『
漱
石
先
生
と
私
』
（
上
下
、
東
西
出
版
社
、
一
九
四
七
～
四
八
）

に
よ
れ
ば
、
鏡
子
や
見
舞
い
の
弟
子
た
ち
は
新
聞
を
読
み
た
が
る
漱
石
に
そ
う
さ

せ
な
い
こ
と
に
苦
慮
し
た
よ
う
で
、
小
宮
豊
隆
の
「
修
善
寺
日
記
」
（
『
漱
石
・
寅

彦
・
三
重
吉
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
二
、
所
収
）
で
も
、
極
力
文
芸
欄
以
外
の
紙

面
を
漱
石
に
持
っ
て
い
か
な
い
よ
う
に
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

漱
石
が
昵
懇
に
し
て
い
た
長
与
病
院
院
長
の
長
与
称
吉
が
九
月
五
日
に
病
死
し
て

い
た
こ
と
を
漱
石
に
知
ら
せ
ま
い
と
す
る
た
め
の
配
慮
と
さ
れ
て
い
る
が
、
外
界

の
事
象
へ
の
過
剰
な
関
心
が
胃
に
負
担
を
与
え
る
こ
と
も
慮
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
漱
石
自
身
が
長
与
院
長
の
消
息
を
知
る
た
め
に
新
聞
を
読
も
う
と
し
た

の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
は
ず
で
あ
る
。
漱
石
が
知
り
た
か
っ
た
の
は
韓
国
併
合
の

成
り
行
き
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
二
二
日
の
併
合
条
約
調
印
後
も
そ
の
内
容
が
し

ば
ら
く
公
に
さ
れ
ず
、
二
九
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
「
韓
国
併
合
詔
書
」
が
発
せ

ら
れ
る
と
い
う
ズ
レ
が
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
期
間
に
漱
石
は

生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
意
識
が
平
常
に
戻
る
と 

す
ぐ
に
坂
元
や
安
部
に
そ
の
件
に
つ
い
て
話
を
聞
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
（
16
）

。

一
方
漱
石
自
身
に
関
わ
る
事
件
と
し
て
は
、
長
与
病
院
退
院
間
近
の
明
治
四
四

年
二
月
二
〇
日
に
文
部
省
よ
り
博
士
号
授
与
の
通
知
を
受
け
る
も
の
の
、
辞
退
す

る
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
漱

（15）
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日
本
人
は
新
取
の
気
象
に
富
ん
で
居
て
、
貧
乏
世
帯
な
が
ら
分
相
応
に
何
処
ま
で

も
発
展
し
て
行
く
と
云
ふ
事
実
と
之
に
伴
ふ
経
営
者
の
気
概
で
あ
り
ま
す
」
と
語

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
旅
行
に
は
漱
石
は
、
東
ア
ジ
ア
で
の
日
本
の
拠
点
を
築
く
事

業
の
推
進
役
で
あ
っ
た
満
鉄
か
ら
の
招
待
を
受
け
る
と
い
う
意
識
で
臨
ん
で
お

り
、
そ
の
〈
公
的
〉
な
立
場
か
ら
の
視
察
報
告
と
い
う
性
格
が
談
話
や
講
演
に
も

現
れ
て
い
る
（
14
）

。
『
満
韓
と
こ
ろ

ぐ
』
に
も
そ
れ
が
垣
間
見
ら
れ
る
が
、
そ

の
立
場
を
滲
出
さ
せ
つ
つ
そ
れ
を
相
対
化
す
る
表
現
が
『
満
韓
と
こ
ろ

ぐ
』
に

点
綴
さ
れ
て
い
る
。
胃
痛
へ
の
言
及
は
私
的
な
感
覚
の
表
明
と
し
て
そ
れ
を
担
う

要
素
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
漱
石
が
現
実
に
胃
痛
に
苦
し
み
つ
つ
旅
程
を
こ
な
し
て
い
た
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
出
発
時
に
も
、
も
と
も
と
中
村
是
公
と
と
も
に
八
月
二
八
日

に
日
本
を
発
つ
予
定
だ
っ
た
の
が
、
胃
カ
タ
ル
の
発
作
に
よ
っ
て
出
発
を
遅
ら
せ
、

九
月
二
日
の
出
発
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
体
調
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漱

石
は
営
口
と
大
連
で
講
演
を
お
こ
な
い
、
大
陸
で
地
歩
を
築
き
つ
つ
あ
る
同
胞
の

営
み
を
称
揚
し
つ
つ
、
文
学
者
と
し
て
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
近
年
見
出
さ

れ
た
、
『
満
洲
日
日
新
聞
』
の
主
催
で
九
月
一
二
日
に
大
連
で
お
こ
な
わ
れ
た
学

術
講
演
会
「
物
の
関
係
と
三
様
の
人
間
」
で
は
、
人
間
を
「
物
と
物
と
の
関
係
を

明
ら
め
る
人
」
「
物
と
物
と
の
関
係
を
変
化
せ
し
む
る
人
」
「
物
と
物
と
の
関
係
を

味
ふ
人
」
の
三
種
に
分
け
、
文
学
者
を
三
つ
目
の
範
疇
に
属
す
る
人
間
で
あ
る
と

し
て
い
る
（
15
）

。

こ
れ
は
「
非
我
」
の
世
界
の
様
相
を
「
我
」
を
通
し
て
描
く
と
い
う
、
こ
れ
ま

で
眺
め
て
き
た
漱
石
の
創
作
理
念
に
も
叶
っ
た
位
置
づ
け
で
あ
る
だ
ろ
う
。
漱
石

の
分
類
で
は
文
学
者
は
、
科
学
者
に
相
当
す
る
第
一
の
タ
イ
プ
や
事
業
家
に
相
当

す
る
第
二
の
タ
イ
プ
と
違
い
、
外
界
に
お
け
る
事
象
を
意
識
的
に
組
み
合
わ
せ
て

生
じ
る
関
係
性
を
美
的
に
表
象
す
る
人
間
で
あ
り
、
た
と
え
ば
工
場
や
ド
ッ
ク
や

大
煙
突
と
い
っ
た
散
文
的
な
対
象
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
〈
味
わ
い
方
〉
に
よ
っ
て

は
十
分
美
し
い
画
面
が
構
成
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
講
演
で
「
物
と
物
と
の
関
係
」

の
例
と
し
て
「
男
と
女
が
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
こ
の
「
関
係
」
は
具
体
的
な
事
物
の
配
置
か
ら
人
間
同
士
の
関
係
、
あ
る

い
は
国
と
国
と
の
関
係
に
ま
で
敷
衍
さ
れ
て
い
く
拡
が
り
を
は
ら
ん
で
い
る
。
と

り
わ
け
こ
の
時
期
は
日
本
と
韓
国
の
「
関
係
」
の
行
方
が
重
大
な
問
題
と
な
っ
て

い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
漱
石
の
創
作
家
と
し
て
の
触
手
を
動
か
さ
な
い
と
は
考

え
難
い
の
で
あ
る
。

五　

大
患
の
前
後

漱
石
の
胃
痛
は
帰
国
後
も
快
癒
に
向
か
う
こ
と
は
な
く
、
翌
明
治
四
三
年

（
一
九
一
〇
）
六
月
に
は
内
幸
町
の
長
与
胃
腸
病
院
で
の
検
査
で
血
便
が
認
め
ら

れ
、
胃
潰
瘍
の
疑
い
が
呈
さ
れ
た
。
『
門
』
の
連
載
が
終
了
し
て
す
ぐ
の
六
月

一
八
日
に
は
同
病
院
に
入
院
し
、
苦
痛
を
伴
う
「
蒟
蒻
で
腹
を
や
く
」
（
「
日
記
」

一
九
一
〇
・
七
・
一
）
治
療
を
受
け
、
状
態
の
好
転
が
認
め
ら
れ
た
た
め
に
七
月

三
一
日
に
退
院
し
て
い
る
。
そ
の
後
転
地
療
養
の
た
め
に
、
八
月
六
日
に
弟
子
で

俳
人
の
松
根
東
洋
城
の
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
修
善
寺
温
泉
に
赴
い
た

が
、
そ
こ
で
胃
痙
攣
を
起
こ
す
な
ど
状
態
が
悪
化
し
、
一
七
日
、
一
九
日
の
吐
血

に
つ
づ
い
て
二
四
日
に
は
五
百
グ
ラ
ム
の
大
吐
血
を
起
こ
し
て
人
事
不
省
に
陥
っ

（14）
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近
感
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
満
目
蕭
々
遠
い
山
と
近
き
岡
を
除
い
て
は
高
梁
の
渺
々

と
し
て
連
な
る
の
み
」
（
九
月
一
七
日
）
と
い
っ
た
満
州
の
光
景
は
、
韓
国
に
入

る
と
「
赤
土
と
青
松
の
小
き
を
見
」
て
「
な
つ
か
し
き
土
の
臭
や
松
の
秋
」
と

い
う
句
を
詠
ん
だ
り
、
「
始
め
て
稲
田
を
見
る
。
安
東
県
の
米
は
朝
鮮
米
な
り
純

白
に
て
肥
後
米
に
似
た
り
」
（
九
月
二
七
日
）
と
書
き
つ
け
た
り
す
る
と
こ
ろ
に

う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
自
国
の
そ
れ
を
想
起
さ
せ
る
も
の
に
変
わ
っ
て
い
く
。

一
〇
月
一
日
の
記
述
で
は
宿
で
見
つ
け
た
竹
に
対
し
て
「
満
韓
を
旅
行
し
て
始
て

竹
を
見
る
」
と
い
う
感
想
を
記
し
、
一
〇
月
一
〇
日
に
は
、
登
っ
た
山
の
中
に
「
松

及
び
谷
驚
く
べ
く
よ
き
所
あ
り
」
と
い
う
印
象
に
つ
づ
い
て
「
高
麗
百
済
新
羅
の

国
を
我
行
け
ば
／
我
行
く
方
に
秋
の
白
雲
」
と
い
っ
た
、
韓
国
の
自
然
と
自
己
を

溶
け
合
わ
せ
る
趣
き
の
歌
三
首
を
書
き
つ
け
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、
こ
う
し
た

「
韓
」
に
対
す
る
親
し
み
を
語
る
こ
と
が
、
伊
藤
暗
殺
直
後
の
新
聞
紙
面
に
お
い

て
は
憚
ら
れ
る
面
が
あ
り
、
そ
れ
が
『
満
韓
』
か
ら
斥
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
『
満
韓
と
こ
ろ

ぐ
』
に
繰
り
返
し
見
ら
れ
る
胃
痛
に
関
す

る
言
及
が
日
記
に
は
姿
を
見
せ
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
は
満
鉄
関
係
者
と
の
交
遊
の

叙
述
が
『
満
韓
』
と
比
べ
る
と
僅
少
で
あ
る
こ
と
と
照
応
を
な
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
『
満
韓
』
の
三
十
一
章
の
冒
頭
に
は
、
旅
順
か
ら
大
連
に
移
動
す
る
際
に
は

次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

愈い
よ
い
よ

腹
が
痛
ん
だ
。
ゼ
ム
を
噛
ん
だ
り
、
宝
丹
を
呑
ん
だ
り
、
通
じ
薬
を
遣
つ

た
り
、
内
地
か
ら
持
つ
て
来
た
散
薬
を
用
ひ
た
り
す
る
。
毎
日
飯
を
食
つ
て
呑

気
に
出
歩
い
て
ゐ
る
様
な
も
の
ゝ
、
内
心
で
は
是こ

り
や
堪た

ま
ら
な
い
と
思
ふ
位

で
あ
つ
た
。

こ
う
し
た
身
体
的
状
態
に
関
わ
る
記
述
は
本
来
む
し
ろ
日
記
の
方
に
ふ
さ
わ
し

い
は
ず
だ
が
、
逆
に
新
聞
紙
面
と
い
う
公
的
な
場
所
に
現
れ
、
私
的
な
出
来
事
や

感
情
を
記
載
す
る
べ
き
日
記
で
は
胃
痛
へ
の
言
及
は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

や
や
深
読
み
を
す
れ
ば
、
『
満
韓
』
で
胃
痛
の
不
快
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
の
は
、

そ
う
し
た
状
態
に
あ
る
作
者
を
支
え
る
べ
く
、
植
民
地
経
営
に
関
わ
る
知
己
や
旧

友
と
の
交
わ
り
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
つ
く
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
な
く
も
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
紀
行
文
に
お
け
る
漱
石
の
胃
痛
は
、
植

民
地
的
空
間
の
描
出
に
対
す
る
〈
ア
リ
バ
イ
〉
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
も
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

日
本
の
軍
事
的
強
化
に
対
す
る
漱
石
の
眼
差
し
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
ア

ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
色
合
い
が
強
く
、
西
洋
列
強
の
侵
略
を
堰
き
止
め
、
一
国
の

独
立
を
確
保
す
る
条
件
と
し
て
肯
定
さ
れ
る
と
同
時
に
、
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
の
自

律
性
を
失
わ
せ
る
契
機
と
し
て
批
判
的
に
眺
め
ら
れ
て
も
い
る
。
満
韓
旅
行
に
お

い
て
も
、
漱
石
は
韓
国
の
風
物
に
相
対
的
な
親
し
み
や
す
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

こ
の
地
に
進
出
し
て
活
動
の
領
域
を
拡
げ
つ
つ
あ
る
日
本
人
の
姿
に
頼
も
し
さ
を

覚
え
て
も
い
る
。
そ
も
そ
も
韓
国
に
対
し
て
感
じ
ら
れ
る
親
し
み
自
体
が
、
日
本

人
の
進
出
に
よ
っ
て
生
活
文
化
が
部
分
的
に
は
日
本
の
そ
れ
に
近
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
た
結
果
で
も
あ
っ
た
。

談
話
の
「
満
韓
の
文
明
」（
一
九
〇
九
）で
も
「
此
の
度
旅
行
し
て
感
心
し
た
の
は
、

（13）
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と
し
て
受
け
取
る
の
は
、
や
は
り
漱
石
の
感
覚
的
評
価
の
一
例
だ
が
、
少
な
く
と

も
そ
の
機
構
の
な
か
で
朝
鮮
人
の
存
在
が
肯
定
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。

こ
の
『
満
韓
と
こ
ろ

ぐ
』
の
素
材
と
な
っ
た
旅
行
は
、
当
時
満
鉄
総
裁
で
あ
っ

た
大
学
予
備
門
時
代
の
旧
友
中
村
是
公
の
招
待
を
受
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
漱
石

が
東
京
を
発
っ
た
の
は
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
九
月
二
日
で
あ
り
、
神
戸
か

ら
大
阪
商
船
の
鉄
嶺
丸
に
乗
り
込
み
、
六
日
に
大
連
に
着
い
て
い
る
。
そ
の
後
奉

天
、
長
春
な
ど
に
滞
在
し
た
後
九
月
二
七
日
に
韓
国
に
入
り
、
平
壌
、
京
城
、
仁

川
な
ど
を
訪
れ
、
一
〇
月
一
三
日
に
釜
山
か
ら
帰
国
し
て
い
る
。
紀
行
文
に
語
ら

れ
る
内
容
は
、
そ
の
表
題
と
合
致
せ
ず
「
満
」
の
部
分
の
み
で
あ
り
、
中
村
是
公

を
は
じ
め
と
す
る
満
鉄
の
関
係
者
や
、
橋
本
左
五
郎
、
佐
藤
友
熊
ら
大
陸
在
住
の

旧
友
た
ち
と
の
交
友
を
主
な
内
容
と
し
て
い
る
。

こ
の
紀
行
文
が
連
載
さ
れ
た
の
は
、
安
重
根
に
よ
る
伊
藤
博
文
暗
殺
事
件
が
起

き
る
前
後
で
あ
り
、
『
門
』
の
会
話
に
も
あ
る
よ
う
な
「
物
騒
」
な
所
と
し
て
満

州
・
韓
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
時
期
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
う
し

た
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
よ
う
に
、
伊
藤
の
暗
殺
が
起
き
て
約
十
日
後
の
明
治
四
二

年
一
一
月
五
日
か
ら
は
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
で
同
僚
（
社
会
部
長
）
の
渋
川
玄

耳
の
「
恐
ろ
し
い
朝
鮮
」
の
連
載
が
開
始
さ
れ
、
一
一
月
三
〇
日
ま
で
続
い
て
い

る
。
も
っ
と
も
こ
の
記
事
で
は
そ
の
表
題
と
は
裏
腹
に
、
個
人
と
し
て
の
か
な
り

客
観
的
な
視
点
か
ら
、
日
本
や
中
国
の
支
配
に
浸
食
さ
れ
つ
つ
あ
る
韓
国
の
現
況

が
、
様
々
な
場
面
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
当
地
の
日
本
人
に
対
す
る

批
判
も
し
ば
し
ば
差
し
挟
ま
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
商
売
を
す
る
に
し
て
も
、
長

期
的
な
展
望
を
も
っ
て
地
道
な
や
り
方
を
取
ろ
う
と
す
る
「
支
那
人
」
と
比
べ
て
、

日
本
人
は
短
期
間
に
利
益
を
か
す
め
取
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
、
あ
る
い
は
米
を
運
搬
す
る
朝
鮮
人
の
舟
を
、
米
を
没
収
し
た
上
で
乗
組
員
と

と
も
に
焼
い
て
し
ま
っ
た
日
本
人
官
吏
の
話
が
、
「
恐
ろ
し
い
朝
鮮
よ
り
恐
ろ
し

い
日
本
が
朝
鮮
に
は
あ
る
ら
し
い
」
と
い
う
感
想
と
と
も
に
語
ら
れ
て
い
た
り
し

て
い
る
。

語
ら
れ
る
対
象
が
満
州
と
韓
国
と
い
う
差
が
あ
る
と
は
い
え
、
現
地
の
様
相
を

観
察
す
る
情
報
量
に
お
い
て
は
、
渋
川
玄
耳
の
「
恐
ろ
し
い
朝
鮮
」
の
方
が
む
し

ろ
『
満
韓
と
こ
ろ

ぐ
』
に
優
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
後
者
か
ら
は
満
州
に
生

活
す
る
庶
民
の
姿
は
ご
く
断
片
的
な
形
で
し
か
伝
わ
っ
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
本
来
漱
石
の
第
一
の
関
心
が
国
家
的
な
次
元
に
あ
っ
て
、
決
し
て
庶
民
の
生

活
の
側
に
は
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
と
と
も
に
、
伊
豆
利
彦
が
「
漱
石

が
満
鉄
総
裁
の
旧
友
と
し
て
特
別
な
賓
客
と
し
て
旅
行
し
、
伊
藤
博
文
暗
殺
前
後

の
大
陸
進
出
に
湧
く
日
本
の
新
聞
に
そ
の
旅
行
記
を
発
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
」
（
13
）

と
述
べ
る
よ
う
な
事
情
が
背
後
に
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
伊

豆
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
紀
行
文
は
満
鉄
を
中
心
と
す
る
日
本
の
満
州
進
出

の
様
相
の
報
告
書
的
な
趣
き
を
帯
び
て
お
り
、
漱
石
に
は
珍
し
く
、
一
人
の
表
現

者
と
し
て
よ
り
も
、
自
身
が
身
を
置
く
新
聞
社
の
〈
社
員
〉
的
な
立
場
を
押
し
出

そ
う
と
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
『
満
韓
と
こ
ろ

ぐ
』
の
内
容
と
同
時
期
の
日
記
の
記
述
に
差
が
あ
る

こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
前
者
に
は
現
れ
な
い
「
韓
」
の
部
分
の
記
述
が
日

記
に
は
当
然
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
漱
石
が
韓
国
の
風
土
に
対
し
て
覚
え
る
親

（12）
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て
い
た
と
は
思
い
難
い
。
し
か
し
自
国
の
固
有
性
と
と
も
に
他
国
の
固
有
性
を
尊

重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
価
値
観
が
漱
石
の
な
か
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
好

悪
に
関
わ
ら
ず
こ
の
隣
国
の
存
在
自
体
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

漱
石
が
韓
国
併
合
を
批
判
的
に
表
象
す
る
の
は
こ
う
し
た
意
識
が
根
底
に
あ
る
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

四　

朝
鮮
へ
の
親
し
み

す
る
と
『
満
韓
と
こ
ろ

ぐ
』
に
散
見
さ
れ
る
、
中
国
や
韓
国
に
対
す
る
差
別

的
と
も
い
え
る
表
現
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
浮
か
ぶ
が
、
そ

れ
も
皮
肉
な
こ
と
に
同
じ
地
平
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
漱
石
の
「
個
人
主
義
者
」
の
基
底
を
な
す
も
の
が
、
そ
れ
ま
で
の
知
的
営
為

の
堆
積
に
支
え
ら
れ
た
感
覚
の
活
動
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
政
治
的
、
倫
理
的

な
認
識
と
は
別
個
に
、
自
身
の
感
覚
の
肯
わ
な
い
も
の
に
対
し
て
否
定
的
な
言
辞

を
投
げ
る
の
は
自
然
な
流
れ
だ
か
ら
だ
。
先
の
引
用
に
あ
っ
た
、
中
国
人
の
ク
ー

リ
ー
の
姿
を
、
「
汚
な
ら
し
い
」
あ
る
い
は
「
不
体
裁
」
と
受
け
取
る
の
は
、
こ

う
し
た
漱
石
の
感
覚
的
判
断
が
発
動
し
た
例
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
審
美
的
判
断
を
お
こ
な
う
感
覚
的
主
体
は
、
当
然
そ
の
対
象
を
肯
定
的

に
も
捉
え
る
の
で
あ
り
、
中
国
人
、
朝
鮮
人
に
対
し
て
も
積
極
的
に
評
価
す
る
記

述
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
大
連
の
豆
油
工
場
で
働
く
労

働
者
た
ち
の
描
写
で
は
、
「
ク
ー
リ
ー
は
大
人
な
し
く
て
、
丈
夫
で
、
力
が
あ
つ

て
、
よ
く
働
い
て
、
た
ゞ
見
物
す
る
の
で
さ
へ
心
持
が
好
い
」
と
記
さ
れ
、
粗
食

に
も
か
か
わ
ら
ず
長
時
間
の
重
労
働
を
こ
な
す
労
働
者
の
体
力
へ
の
感
嘆
が
表
明

さ
れ
て
い
る
。
漱
石
は
彼
ら
の
た
く
ま
し
い
肉
体
を
眼
に
し
て
「
昔
韓
信
に
股
を

潜
ら
し
た
豪
傑
は
屹
度
こ
ん
な
連
中
に
違
い
な
い
」
と
い
う
感
想
も
覚
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
遼
河
河
口
に
絶
え
間
な
く
泥
が
押
し
寄
せ
て
く
る
光
景
を
見
て
、

「
一
二
ヶ
月
で
河
口
は
悉
皆
塞
が
つ
て
仕
舞
ひ
さ
う
」
な
印
象
を
覚
え
る
も
の
の
、

「
そ
れ
で
も
三
千
噸ト

ン

位
な
汽
船
は
苦
も
な
く
の
そ

く
と
上の

ぼ

つ
て
来
る
と
云
ふ
ん

だ
か
ら
支
那
の
河
は
無
神
経
で
あ
る
。
人
間
に
至
つ
て
は
固も

と

よ
り
無
神
経
で
、
古

来
か
ら
此
泥
水
を
飲
ん
で
、
悠
然
と
子
を
生
ん
で
今
日
迄
栄
え
て
ゐ
る
」
と
記
さ

れ
て
い
る
の
は
、
一
見
侮
蔑
的
な
表
現
に
映
り
な
が
ら
、
「
悠
然
」
や
「
栄
え
て

ゐ
る
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
中
国
と
い
う
国
と
そ
の

民
衆
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
対
す
る
感
嘆
が
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
語
ら
れ
て
い
る

と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
韓
国
滞
在
中
の
明
治
四
二
年

（
一
九
〇
九
）
九
月
二
九
日
の
日
記
に
は
、
日
本
人
と
朝
鮮
人
を
対
比
し
て
後
者

の
方
に
好
ま
し
い
印
象
を
覚
え
る
、
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

絶
壁
の
下
朱
字
を
刻
す
る
所
に
日
本
の
職
〔
人
〕
三
人
喧
嘩
を
し
て
ゐ
る
。
一

人
は
半
袖
の
メ
リ
ヤ
ス
に
腹
掛
屈
強
の
男
一
人
は
三
尺
に
肌
脱
の
体
共
に
大
坂

弁
な
り
。
何
時
迄
た
つ
て
も
埒
あ
か
ず
。
風
雅
な
る
朝
鮮
人
冠
を
着
け
て
手
を

引
い
て
其
下
を
通
る
。
実
に
矛
盾
の
極
な
り
。 

（
九
月
二
九
日
）

宗
主
国
と
な
り
つ
つ
あ
る
国
の
人
間
が
野
卑
な
姿
を
見
せ
、
そ
の
支
配
下
に
置

か
れ
つ
つ
あ
る
民
族
が
「
風
雅
」
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
ズ
レ
を
「
矛
盾
の
極
」

（11）
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す
る
言
葉
遣
い
が
見
ら
れ
た
り
す
る
。
満
州
で
の
見
聞
を
綴
っ
た
こ
の
紀
行
文
に

つ
い
て
、
漱
石
の
「
中
国
人
観
、
朝
鮮
人
観
、
そ
れ
が
、
ご
く
自
然
に
帝
国
主
義
、

植
民
地
主
義
に
し
み
て
い
た
」
こ
と
の
証
左
と
す
る
、
中
野
重
治
に
代
表
さ
れ
る

見
方
（
９
）

が
受
け
継
が
れ
、
漱
石
が
「
日
本
帝
国
主
義
の
先
兵
と
し
て
の
満
鉄
の

役
わ
り
に
も
、
抑
圧
と
搾
取
の
も
と
に
あ
る
中
国
民
衆
の
状
況
に
も
、
鈍
感
で
無

知
で
あ
っ
た
」
（
針
生
一
郎
）
（
10
）

、
あ
る
い
は
「
中
国
人
や
朝
鮮
人
を
一
人
一

人
と
し
て
見
る
ば
か
り
で
、
一
つ
な
が
り
の
民
衆
的
な
主
体
と
は
見
な
か
っ
た
」

（
米
田
利
昭
）
（
11
）

と
い
っ
た
評
価
が
提
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
こ
こ
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
漱
石
の
言
説
の
な
か
に
は
韓
国
・
朝
鮮

人
に
対
す
る
共
感
的
な
記
述
も
存
在
し
、
少
な
く
と
も
こ
の
半
島
の
隣
国
に
強

い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
ハ
ー
グ

密
使
事
件
の
際
に
は
、
日
本
の
姿
勢
が
「
も
つ
と
強
硬
」
で
あ
っ
て
も
よ
い
と

記
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
朝
鮮
王
室
へ
の
「
同
情
」
を
述
懐
し
、
ま
た
韓
国
紳

士
日
本
観
光
団
の
記
事
に
つ
い
て
も
、
「
諸
新
聞
の
記
事
」
が
ど
れ
も
「
軽
侮

の
色
」
を
漂
わ
せ
て
い
る
こ
と
に
腹
立
た
し
さ
を
覚
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

た
韓
国
併
合
に
つ
い
て
も
、
漱
石
は
明
治
四
三
年
八
月
の
大
吐
血
に
よ
る
人
事

不
省
か
ら
の
恢
復
の
途
上
で
も
、
見
舞
い
に
来
た
安
部
能
成
に
「
先
生
は
朝
鮮

の
合
邦
、
梅
さ
ん
の
こ
と
を
き
か
れ
た
」
と
手
記
（
一
九
一
〇
・
八
・
三
〇
）
に

記
さ
れ
る
よ
う
な
質
問
を
し
て
い
る
（
夏
目
鏡
子
『
漱
石
の
思
ひ
出
』
改
造
社
、

一
九
二
八
、
に
収
載
）
。
ま
た
同
じ
く
修
善
寺
で
漱
石
の
看
病
と
世
話
を
し
て
い

た
坂
元
雪
鳥
（
白
仁
三
郎
）
の
「
修
善
寺
日
記
」
（
創
藝
社
『
夏
目
漱
石
全
集
』

月
報
、
一
九
五
四
・
四
、
に
収
載
）
に
も
「
夜
隣
室
に
当
直
す
。
日
韓
併
合
の
顛

末
を
お
話
す
る
」
（
一
九
一
〇
・
八
・
二
八
）
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
危
機
的

な
状
況
を
脱
し
、
よ
う
や
く
食
べ
物
が
口
に
入
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
段
階

で
も
、
漱
石
の
関
心
が
こ
の
問
題
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
漱
石
の
韓
国
・
朝
鮮
へ
の
関
心
は
、
彼
が
ロ
ン
ド
ン
で
の
経
験
を
通

し
て
「
個
人
主
義
者
」
と
し
て
の
自
覚
を
明
確
に
し
た
こ
と
の
因
果
的
な
結
果
で

も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
漱
石
は
ど
の
人
間
も
「universal

」
な
存
在
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
「local

」
な
文
化
的
堆
積
を
文
脈
と
し
て
持
つ
個
的
な
存
在
で
し

か
な
く
、
そ
の
点
で
日
本
人
も
イ
ギ
リ
ス
人
も
対
等
の
立
場
に
立
ち
う
る
と
い
う

結
論
に
達
し
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
お
の
ず
と
自
己
と
他
者
が
等
し
く
尊
重
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
敷
衍
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
明
瞭
に

示
さ
れ
て
い
る
の
が
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
お
こ
な
わ
れ
た
講
演
「
私
の

個
人
主
義
」
で
、
こ
こ
で
は
ロ
ン
ド
ン
で
の
苦
悩
と
迷
い
の
末
に
「
自
己
本
位
」

の
立
場
が
見
出
さ
れ
た
経
緯
に
つ
づ
い
て
、
こ
の
立
場
に
立
脚
す
る
個
性
の
発
揮

に
つ
い
て
「
自
己
の
個
性
の
発
展
を
仕
遂
げ
や
う
と
思
ふ
な
ら
ば
、
同
時
に
他
人

の
個
性
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
他

者
の
尊
重
は
個
人
の
次
元
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
国
と
個
人
を
入
れ
子
的

に
捉
え
る
明
治
人
的
な
感
覚
の
な
か
で
、
ど
の
国
も
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
性
の
な
か

で
進
ん
で
い
く
権
利
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
に
連
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
小

森
陽
一
が
こ
の
一
節
に
帝
国
主
義
批
判
を
見
て
い
る
（
12
）

よ
う
に
、
〈
日
本
が
発

展
し
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
他
国
の
個
性
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〉
と
い

う
命
題
が
そ
こ
か
ら
容
易
に
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

あ
り
て
い
に
い
っ
て
、
漱
石
が
韓
国
・
朝
鮮
に
さ
ほ
ど
積
極
的
な
愛
着
を
持
っ

（10）
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の
起
点
を
表
し
て
お
り
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
出
来
事
が
因
果
的
に
も
た
ら
す
で
あ

ろ
う
状
況
の
様
相
が
、
作
品
内
の
世
界
を
形
成
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
併
合
後
の
日
本
の
推
移
を
漱
石
が
見
通
し
た
姿
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
が
決

し
て
豊
か
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
漱
石
の
韓
国
併
合
に
対

す
る
批
判
的
な
意
識
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

主
人
公
宗
助
は
馘
首
に
怯
え
つ
つ
日
々
を
送
る
下
級
の
官
吏
で
あ
り
、
愉
し
み

と
い
っ
て
は
日
曜
の
昼
寝
と
散
歩
く
ら
い
し
か
な
く
、
ま
た
子
供
に
も
恵
ま
れ
な

い
た
め
に
、
未
来
の
繁
栄
を
子
供
に
託
す
と
い
う
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
宗

助
の
妻
の
御
米
は
こ
れ
ま
で
三
度
妊
娠
し
な
が
ら
い
ず
れ
も
流
産
や
死
産
に
終

わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
帝
国
主
義
的
な
拡
張
を
遂
げ
た
日
本

が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
豊
か
な
未
来
を
手
に
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
見
通
し
の

表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
の
「
断
片
」
に
は
「
吾
ニ

未
来
ナ
シ
ト
云
フ
者
ハ
吾
ハ
子
ヲ
生
ム
能
力
ナ
シ
ト
云
フ
ニ
等
シ
」
と
は
っ
き
り

と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
子
ヲ
生
ム
能
力
」
を
欠
如
さ
せ
た
宗
助
、
御
米

夫
婦
に
仮
託
さ
れ
た
近
代
日
本
は
「
未
来
ナ
シ
」
と
い
う
宿
命
に
あ
る
こ
と
が
宣

言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
宣
言
は
実
際
作
中
で
な
さ
れ
て
お
り
、
御
米
が
子
供
に
恵
ま
れ
な
い
理
由

を
易
者
に
見
て
も
ら
う
と
、
「
貴
方
は
人
に
済
ま
な
い
事
を
し
た
覚
え
が
あ
る
。

そ
の
罪
が
祟
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
子
供
は
決
し
て
育
た
な
い
」と
断
言
さ
れ
る
の
だ
っ

た
。
こ
の
「
人
に
済
ま
な
い
事
を
し
た
覚
え
」
と
は
、
韓
国
人
研
究
者
の
金

キ
ム
ジ
ョ
ン
フ
ン

正
勲

が
「
『
済
ま
な
い
事
』
を
さ
れ
た
対
象
は
、
安
井
で
あ
る
と
同
時
に
〈
満
州
（
朝

鮮
）
〉
に
も
な
る
」
（
『
漱
石
と
朝
鮮
』
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
〇
）
と
述
べ

る
よ
う
に
、
ま
さ
に
断
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
韓
国
の
併
合
を
〈
未
来
〉
の
地

点
か
ら
過
去
化
し
た
表
現
以
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
「
二
人
の
抱
く
罪
悪
感
は
あ

ま
り
に
大
袈
裟
で
悲
観
主
義
的
す
ぎ
る
、
と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
は
た
や
す

い
。
実
際
彼
ら
の
し
た
こ
と
は
そ
ん
な
に
大
そ
れ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
え

る
か
ら
」
（
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ロ
ン
グ
「
『
門
』
第
十
七
章
」
『
比
較
文
学
研
究
』
33

号
、
一
九
七
八
）
と
い
っ
た
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
作
品
内
の
文
脈
か
ら

す
れ
ば
宗
助
が
御
米
を
安
井
か
ら
奪
っ
た
こ
と
を
指
す
こ
の
行
為
が
、
彼
ら
に
強

い
罪
障
感
と
と
も
に
日
々
を
送
ら
せ
、
ま
た
そ
の
行
為
の
因
果
の
よ
う
に
子
供
に

恵
ま
れ
な
い
と
い
う
状
況
を
与
え
る
ほ
ど
深
刻
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ

し
い
。
そ
の
結
果
に
「
悲
観
主
義
的
」
な
色
合
い
を
与
え
て
い
る
の
は
、
と
り
も

な
お
さ
ず
主
人
公
夫
婦
に
託
さ
れ
た
日
本
の
現
況
と
先
行
き
に
対
す
る
作
者
漱
石

の
批
判
的
認
識
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
漱
石
の
意
識
的
な
姿
勢
と
し
て
は
、
従
来
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し
て

は
軽
侮
の
眼
差
し
を
向
け
て
い
た
と
い
う
評
価
が
一
般
的
で
あ
り
、
こ
こ
で
眺
め

て
き
た
よ
う
な
韓
国
・
朝
鮮
と
の
関
係
の
取
り
込
み
は
そ
う
し
た
傾
向
に
逆
行
す

る
も
の
と
し
て
映
る
か
も
し
れ
な
い
。
漱
石
の
東
ア
ジ
ア
す
な
わ
ち
中
国
や
韓
国
・

朝
鮮
へ
の
侮
蔑
的
な
意
識
を
傍
証
す
る
中
心
的
な
言
説
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
も

の
が
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
発
表
さ
れ
た
『
満
韓
と
こ
ろ

ぐ
』
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
大
連
に
着
い
た
際
に
受
け
取
っ
た
印
象
と
し
て
「
河
岸
の
上
に
は

人
が
沢
山
並
ん
で
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
大
部
分
は
支
那
の
ク
ー
リ
ー
で
、
一
人
見
て

も
汚
ら
し
い
が
、
二
人
寄
る
と
猶
見
苦
し
い
。
斯
う
沢
山
塊
る
と
更
に
不
体
裁
で

あ
る
」
と
い
っ
た
記
述
が
さ
れ
て
い
た
り
、
中
国
人
を
「
チ
ャ
ン
」
と
呼
ん
だ
り

（9）
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実
の
状
況
に
や
や
先
ん
じ
て
い
た
が
、
『
そ
れ
か
ら
』
の
経
緯
を
引
き
継
ぐ
『
門
』

で
は
、
主
人
公
の
宗
助
は
友
人
の
安
井
か
ら
そ
の
共
棲
者
で
あ
っ
た
御
米
を
奪
い

取
っ
て
夫
婦
と
な
っ
て
お
り
、
〈
併
合
後
〉
の
状
況
を
先
取
り
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
日
本
人
の
誰
に
も
見
通
せ
る
展
開
以
上
の
も

の
で
は
な
い
。
併
合
時
に
は
「
内
縁
関
係
」
に
あ
っ
た
日
本
と
韓
国
と
い
う
〈
男

女
〉
が
、
役
所
の
「
国
籍
係
」
に
婚
姻
を
届
け
出
る
と
い
う
戯
画
が
描
か
れ
て
い

る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
す
で
に
韓
国
は
日
本
の
版
図
に
組
み
込
ま
れ

た
空
間
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
（
７
）

。

し
た
が
っ
て
日
韓
併
合
の
表
象
で
も
あ
る
宗
助
と
御
米
の
結
婚
後
三
年
に
想
定

さ
れ
て
い
る
『
門
』
の
時
間
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
相
当
す
る
〈
未
来
〉

を
は
ら
ん
で
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
作
中
に
も
現
実
的
な
時

間
は
挿
話
的
に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
近
未
来
で
は
な
く
、
執

筆
時
に
近
い
時
間
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
ほ
か
で
も

な
く
伊
藤
博
文
の
暗
殺
事
件
で
あ
る
こ
と
は
暗
示
的
で
あ
る
。
前
半
の
「
三
」
章

で
こ
の
事
件
が
話
題
に
な
り
、
御
米
が
「
ど
う
し
て
、
ま
あ
殺
さ
れ
た
ん
で
せ
う
」

と
宗
助
の
弟
の
小
六
に
尋
ね
た
の
に
つ
づ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
会
話
が
交
わ
さ

れ
る
。

「
短ピ

ス
ト
ル銃

を
ポ
ン

く
連
発
し
た
の
が
命
中
し
た
ん
で
す
」
と
小
六
は
正
直
に
答

へ
た
。

「
だ
け
ど
さ
。
何ど

う
し
て
、
ま
あ
殺
さ
れ
た
ん
で
せ
う
」

小
六
は
要
領
を
得
な
い
様
な
顔
を
し
て
ゐ
る
。
宗
助
は
落
付
い
た
調
子
で
、

「
矢
つ
張
り
運
命
だ
な
あ
」
と
云
つ
て
、
茶
碗
の
茶
を
旨
さ
う
に
飲
ん
だ
。
御

米
は
こ
れ
で
も
納
得
が
出
来
な
か
つ
た
と
見
え
て
、

「
ど
う
し
て
又
満
洲
抔な

ど

へ
行
つ
た
ん
で
せ
う
」
と
聞
い
た
。

「
本
当
に
な
」
と
宗
助
は
腹
が
張
つ
て
充
分
物
足
り
た
様
子
で
あ
つ
た
。 

（
三
）

そ
し
て
そ
れ
に
つ
づ
く
や
り
取
り
で
、
宗
助
は
先
に
引
用
し
た
「
伊
藤
さ
ん
は

殺
さ
れ
た
か
ら
、
歴
史
的
に
偉
い
人
に
な
れ
る
の
さ
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
す
る

の
だ
っ
た
。
見
逃
せ
な
い
の
は
、こ
の
場
面
の
会
話
が
決
し
て
執
筆
時
の
〈
現
在
〉

に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
だ
。
伊
藤
が
安
重
根
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
の
は

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
七
）
一
〇
月
二
六
日
で
あ
り
、
こ
の
場
面
は
そ
の
数
日
後

に
設
定
さ
れ
て
い
る
（
８
）

。
し
た
が
っ
て
こ
の
事
件
は
発
表
時
の
四
ヶ
月
以
上
前

の
出
来
事
に
な
り
、
む
し
ろ
近
い
〈
過
去
〉
に
属
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
漱

石
は
執
筆
時
に
並
行
し
て
生
起
し
た
出
来
事
を
作
中
に
取
り
込
む
こ
と
に
長
け
て

お
り
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
で
は
旅
順
の
陥
落
や
日
本
海
海
戦
が
、
前
作
の
『
そ

れ
か
ら
』
で
は
製
糖
会
社
と
政
治
家
の
間
の
贈
収
賄
事
件
で
あ
る
日
糖
事
件
が
、

同
時
進
行
的
な
話
題
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
『
門
』
で
の
伊
藤
博

文
暗
殺
事
件
は
や
や
時
間
が
経
過
し
た
話
題
で
あ
り
、
新
聞
読
者
の
興
味
を
掻
き

立
て
る
同
時
性
を
持
っ
て
い
な
い
。
こ
の
〈
過
去
〉
の
出
来
事
が
話
題
に
さ
れ
て

い
る
の
は
、
そ
れ
が
作
品
の
主
題
と
関
わ
る
か
ら
で
あ
り
、
韓
国
併
合
の
問
題
が

こ
の
作
品
に
底
流
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
場
面
が
指
示
す
る
明
治
四
二
年
一
〇
月
末
と
い

う
時
間
は
〈
現
在
〉
を
意
味
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
主
人
公
た
ち
が
生
き
る
時
空

（8）
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『
そ
れ
か
ら
』
後
半
の
「
十
四
」
章
で
、
父
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
縁
談

を
断
る
こ
と
を
決
意
し
た
代
助
が
「
今
迄
は
父
や
嫂
を
相
手
に
、
好
い
加
減
な
間

隔
を
取
つ
て
、
柔
ら
か
に
自
我
を
通
し
て
来
た
。
今
度
は

愈
い
よ
い
よ

本
性
を
露
は
さ
な

け
れ
ば
、
そ
れ
を
通
し
切
れ
な
く
な
つ
た
」
と
自
身
に
呟
く
の
と
響
き
合
う
よ
う

に
、
周
囲
の
他
者
を
慮
り
つ
つ
「
柔
ら
か
に
自
我
を
通
」
す
と
い
う
姿
勢
か
ら
、

相
手
を
押
し
の
け
て
目
指
す
も
の
を
領
有
す
る
と
い
う
「
本
性
を
露
は
」
す
に
至

る
の
は
、
伊
藤
が
統
監
を
辞
し
て
以
降
の
韓
国
へ
の
向
か
い
方
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。伊

藤
を
継
い
だ
曾
禰
荒
助
統
監
は
韓
国
内
の
合
邦
推
進
勢
力
で
あ
る
一
進
会
を

支
持
せ
ず
、
李イ

ワ
ニ
ョ
ン

完
用
内
閣
を
押
し
立
て
よ
う
と
す
る
、
伊
藤
の
路
線
を
引
き
継
ぐ

統
治
の
方
向
性
を
示
し
た
。
し
か
し
強
引
に
併
合
を
断
行
し
よ
う
と
す
る
元
老
の

山
県
有
朋
や
陸
相
の
寺
内
正
毅
は
曾
禰
の
や
り
方
に
批
判
的
で
、
伊
藤
が
明
治

四
二
年
（
一
九
〇
九
）
一
〇
月
に
ハ
ル
ピ
ン
で
安
重
根
に
暗
殺
さ
れ
て
以
降
は
、

曾
禰
の
健
康
状
態
が
悪
化
し
た
の
を
理
由
に
曾
禰
を
韓
国
統
治
か
ら
斥
け
る
姿
勢

を
露
わ
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
知
ら
れ
る
よ
う
に
伊
藤
の
死
を
契
機
と
し
て
韓

国
併
合
に
向
か
う
流
れ
は
加
速
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
李イ

ヨ

ン

グ

容
九
が
率
い
る

一
進
会
の
合
邦
運
動
は
、
そ
れ
を
山
県
や
寺
内
が
承
認
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と
が
、

会
の
顧
問
を
務
め
る
政
治
運
動
家
の
内
田
良
平
や
杉
山
茂
丸
ら
を
介
し
て
伝
え
ら

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
活
発
化
し
、
併
合
へ
の
傾
斜
が
韓
国
内
部
か
ら
も
強
め
ら
れ

た
。
李
は
韓
国
が
す
で
に
政
治
的
独
立
を
保
ち
え
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、

韓
国
人
の
意
向
が
少
し
で
も
す
く
い
上
げ
ら
れ
る
道
と
し
て
、
日
本
と
の
「
合
邦
」

を
選
ぼ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。
李
が
明
治
四
二
年
一
二
月
に
発
表
し
た
「
声
明
書
」

で
は
、
悲
痛
な
境
涯
に
あ
る
韓
国
が
息
を
吹
き
返
す
に
は
「
政
合
邦
」
に
よ
っ
て

日
本
と
「
両
翼
同
飛
、
両
輪
共
転
」
の
関
係
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
必
至
で
あ
る

と
さ
れ
、
李
完
用
首
相
と
曾
禰
統
監
に
宛
て
ら
れ
た
合
邦
請
願
書
で
は
、
「
合
邦

を
組
成
し
、
日
韓
一
家
」
を
形
成
す
る
こ
と
が
強
く
願
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
実

現
さ
れ
た
の
は
韓
国
が
日
本
と
対
等
の
立
場
で
「
合
邦
」
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

韓
国
が
完
全
に
そ
の
主
体
性
を
失
い
、
日
本
に
呑
み
込
ま
れ
る
「
併
合
」
と
い
う

形
で
あ
っ
た
（
６
）

。三　

〈
未
来
〉
か
ら
の
批
判

『
そ
れ
か
ら
』
に
つ
づ
く
『
門
』
が
東
京
と
大
阪
の
『
朝
日
新
聞
』
に
発
表
さ

れ
た
の
は
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
三
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
で
、
伊
藤
博
文

は
す
で
に
世
を
去
り
、
ま
さ
に
韓
国
併
合
が
断
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
時
期
で

あ
っ
た
。
こ
の
年
の
五
月
に
曾
禰
統
監
は
更
迭
に
追
い
込
ま
れ
、
寺
内
正
毅
が
陸

相
の
ま
ま
韓
国
統
監
を
兼
任
す
る
よ
う
に
に
な
る
の
に
つ
づ
い
て
、
六
月
の
閣
議

で
は
桂
太
郎
内
閣
は
「
韓
国
に
対
す
る
施
政
方
針
」
を
打
ち
出
し
て
、
併
合
へ
の

動
き
が
本
格
化
し
た
。
そ
し
て
八
月
二
二
日
に
は
併
合
に
関
す
る
日
韓
条
約
が
調

印
さ
れ
、
韓
国
は
呼
称
を
「
朝
鮮
」
と
改
め
ら
れ
、
完
全
に
日
本
の
一
部
に
組
み

込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

漱
石
が
『
門
』
の
執
筆
に
着
手
し
た
段
階
で
は
、
韓
国
が
早
晩
日
本
と
一
体
化

さ
れ
る
運
命
に
あ
る
こ
と
は
動
か
し
難
い
状
況
で
あ
っ
た
。
『
そ
れ
か
ら
』
で
代

助
が
平
岡
か
ら
三
千
代
を
奪
い
取
る
寸
前
に
ま
で
行
っ
た
こ
と
は
、
や
は
り
当
時

の
日
韓
関
係
の
動
き
を
映
し
取
り
つ
つ
、
併
合
へ
の
流
れ
が
明
確
化
し
始
め
た
現

（7）
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う
嫂
の
名
前
は
、
伊
藤
が
妻
に
し
た
花
柳
界
上
が
り
の
女
性
と
同
じ
「
梅
子
」
で

あ
っ
た
。

こ
う
し
た
重
な
り
は
、
主
人
公
を
近
代
日
本
の
暗
喩
な
い
し
寓
意
と
し
て
形
象

し
が
ち
な
漱
石
に
と
っ
て
は
自
然
な
も
の
で
あ
る
。
伊
藤
博
文
に
漱
石
が
愛
着
を

覚
え
て
い
た
と
は
い
い
難
く
、
作
品
や
日
記
で
言
及
さ
れ
る
際
は
つ
ね
に
揶
揄
や

皮
肉
を
伴
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
言
及
の
多
さ
は
見
逃
す
こ
と
が
で

き
ず
、
善
き
に
せ
よ
悪
し
き
に
せ
よ
、
こ
の
初
代
の
総
理
大
臣
と
や
は
り
初
代
の

韓
国
統
監
府
統
監
を
務
め
た
政
治
家
を
、
近
代
日
本
の
象
徴
的
人
物
と
し
て
漱

石
が
眺
め
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
（
一
九
〇
五
～

〇
六
）
で
は
戸
棚
の
袋
戸
の
内
側
に
貼
ら
れ
た
紙
に
「
逆
か
立
ち
」
を
し
た
図
像

と
し
て
伊
藤
が
語
ら
れ
、
肩
書
き
が
「
大
蔵
卿
」と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
「
い

く
ら
逆
か
立
ち
し
て
も
大
蔵
卿
で
あ
る
」
（
十
）
と
揶
揄
的
な
叙
述
が
な
さ
れ
て

い
る
。
『
そ
れ
か
ら
』
の
次
作
で
あ
る
『
門
』
の
執
筆
時
に
は
、
す
で
に
伊
藤
は

韓
国
人
抗
日
運
動
家
の
安

ア
ン
ジ
ュ
ン
グ
ン

重
根
に
暗
殺
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
話
題
が
前
半
に
現

れ
、
そ
こ
で
は
主
人
公
宗
助
が
「
伊
藤
さ
ん
は
殺
さ
れ
た
か
ら
、
歴
史
的
に
偉
い

人
に
な
れ
る
の
さ
。
た
ゞ
死
ん
で
御
覧
、
か
う
は
行
か
な
い
よ
」
（
三
）
と
、
伊

藤
の
死
に
皮
肉
な
評
価
を
与
え
る
の
だ
っ
た
（
５
）

。

そ
こ
か
ら
遡
及
し
て
考
え
れ
ば
、
三
年
前
に
代
助
が
三
千
代
を
平
岡
に
譲
っ
た

一
件
が
、
そ
の
時
点
で
の
伊
藤
の
韓
国
併
合
に
対
す
る
否
定
的
な
姿
勢
と
照
合
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前
に
代
助
が
三
千
代
の
兄
を
介
し
て
彼
女
と
交
わ
り
を

持
っ
て
い
た
当
時
の
接
し
方
も
、
伊
藤
の
韓
国
へ
の
理
念
的
な
姿
勢
を
想
起
さ
せ

る
。
三
千
代
の
兄
は
「
趣
味
に
関
す
る
妹
の
教
育
」
を
代
助
に
委
ね
、
三
千
代
は

「
喜
ん
で
彼
の
指
導
を
受
け
た
」
（
十
四
）
の
だ
っ
た
が
、
伊
藤
も
韓
国
が
日
本
の

後
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
主
独
立
の
文
明
国
に
な
る
べ
く
「
指
導
」
す
る
こ
と

に
熱
を
入
れ
て
い
た
。
明
治
四
〇
年
七
月
に
締
結
さ
れ
た
、
伊
藤
の
理
念
を
反
映

し
た
第
三
次
日
韓
協
約
の
第
一
条
に
も
「
韓
国
政
府
ハ
施
政
改
善
ニ
関
シ
統
監
ノ

指
導
ヲ
受
ク
ル

0

0

0

0

0

0

コ
ト
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
韓
国
は
三
千
代
の
よ
う
に
日
本
の
「
指
導
」
を
「
喜
ん
で
」
受
け
入

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
先
に
見
た
よ
う
に
韓
国
の
自
主
的
な
追
随
を
期
待
す
る
伊

藤
の
姿
勢
は
む
し
ろ
韓
国
人
の
侮
り
を
呼
び
、
日
本
の
統
治
に
抵
抗
す
る
義
兵
の

叛
乱
が
頻
発
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
義
兵
闘
争
に
し
て
も
、
膨
大
な
回
数
で
発

生
し
、
韓
国
側
の
死
者
が
延
べ
二
万
人
近
く
に
の
ぼ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
側
の
死
者
は
わ
ず
か
に
一
三
〇
人
ほ
ど
を
数
え
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
呉オ

ソ
ン
フ
ァ

善
花
は

「
勢
力
の
結
集
力
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
」
（
『
日
韓
併
合
へ
の
道
』
文
春
新
書
、

二
〇
〇
〇
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
頻
度
が
伊
藤
を
悩
ま
せ
た
の
と
裏
腹
に
、

義
兵
が
戦
闘
集
団
と
し
て
日
本
を
脅
か
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
微
力
さ
も
あ
っ
て
、
日
本
は
韓
国
人
の
自
主
的
な
追
随
に
期
待
す
る
伊
藤

博
文
的
な
理
想
主
義
を
捨
て
、
力
に
よ
っ
て
隣
国
を
自
分
の
も
の
と
し
よ
う
と
す

る
姿
勢
を
露
わ
に
す
る
よ
う
に
な
る
。
『
そ
れ
か
ら
』
は
自
然
主
義
が
勃
興
す
る

日
露
戦
争
後
の
時
代
の
空
気
を
取
り
込
み
つ
つ
構
築
さ
れ
て
い
る
が
、
奇
し
く
も

日
本
の
韓
国
統
治
の
姿
勢
は
そ
の
入
れ
子
を
な
す
よ
う
に
、
理
想
や
理
念
を
押
し

出
す
「
浪
漫
主
義
」
か
ら
現
実
重
視
の
「
自
然
主
義
」
へ
と
方
向
転
換
を
遂
げ
て

い
く
の
で
あ
る
。

（6）
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国
は
今
や
殆
ど
一
に
し
て
門
戸
開
放
の
必
要
も
な
く
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
）
な

ど
、
い
ず
れ
も
両
国
が
一
体
化
す
る
方
向
に
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ち

な
み
に
「
諸
新
聞
」
の
記
事
に
「
軽
侮
の
色
あ
り
」
と
い
う
の
は
、
観
光
団
の
韓

国
人
た
ち
が
日
本
の
施
設
を
物
珍
し
げ
に
眺
め
、
製
紙
工
場
で
は
「
襤
褸
が
紙
に

な
る
に
驚
く
」
（
『
万
朝
報
』
一
九
〇
九
・
四
・
二
五
）
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
り
す

る
姿
の
記
述
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
が
明
治
初
期
に
西
洋
諸
国
を
訪
れ
た
日
本
人

の
反
応
を
想
起
さ
せ
る
だ
け
に
、
文
明
化
の
達
成
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
を
韓
国
人

の
上
に
置
こ
う
と
す
る
筆
致
が
漱
石
に
は
腹
立
た
し
い
も
の
に
思
わ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
韓
国
併
合
に
向
か
お
う
と
す
る
伊
藤
と
日
本
政
府
の
意
向

は
、
こ
う
し
た
新
聞
報
道
を
通
し
て
も
日
本
人
一
般
に
明
確
に
見
て
取
ら
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
『
そ
れ
か
ら
』
が
書
か
れ
た
の
は
、
こ
の
韓
国
を
「
保
護
国
」
と

し
て
統
治
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
併
合
し
て
日
本
と
と
も
に
「
一
家
」
を
成
す
と
こ

ろ
へ
と
転
換
し
つ
つ
あ
る
時
期
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
れ
を
映
す
よ
う
に
主
人
公

代
助
の
三
千
代
に
対
す
る
態
度
の
変
化
は
、
こ
の
対
韓
国
の
政
治
的
姿
勢
の
変
化

と
ぴ
っ
た
り
符
合
し
て
い
る
。

再
会
の
三
年
前
に
代
助
が
結
婚
の
可
能
性
も
あ
っ
た
三
千
代
を
友
人
の
平
岡
に

譲
っ
た
の
は
、
「
今
日
に
至
つ
て
振
り
返
つ
て
み
て
も
、
自
分
の
所
作
は
、
過
去

を
照
ら
す
鮮
や
か
な
名
誉
で
あ
つ
た
」
（
八
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
彼
の
内
に

う
ご
め
い
て
い
た
あ
る
種
の
浪
漫
的
な
気
分
に
導
か
れ
て
の
行
為
で
あ
っ
た
。
そ

の
背
後
に
想
定
さ
れ
る
の
は
日
露
戦
争
の
勝
利
に
よ
る
昂
揚
感
の
残
存
で
あ
っ
た

が
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
の
春
に
当
た
る
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
伊
藤
博

文
は
韓
国
統
監
と
な
り
、
韓
国
を
日
本
の
「
保
護
国
」
と
し
て
、
日
本
を
模
し
た

自
主
独
立
の
国
へ
導
く
と
い
う
自
身
の
理
想
に
従
っ
た
統
治
を
開
始
し
よ
う
と
し

て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
三
年
後
の
明
治
四
二
年
に
、
代
助
は
三
千
代
が
不
在
で
あ

る
状
態
を
、
自
身
の
生
命
を
衰
弱
さ
せ
る
〈
不
自
然
〉
な
も
の
と
判
断
し
、
そ
こ

か
ら
脱
す
る
べ
く
、
自
身
の
内
的
な
生
命
の
要
請
に
耳
を
傾
け
る
形
で
、
彼
女
を

平
岡
か
ら
奪
い
取
る
行
為
に
踏
み
出
す
。
一
方
伊
藤
は
同
じ
時
期
に
韓
国
統
治
の

理
想
・
理
念
の
成
就
を
断
念
し
て
統
監
を
辞
し
、
韓
国
の
現
実
に
向
き
合
い
つ
つ

併
合
に
よ
っ
て
「
一
家
」
を
成
す
決
断
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
代
助
に
し
て
も
、

三
千
代
を
平
岡
か
ら
奪
い
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
か
ら
絶
交
さ
れ
、
実
家
か
ら
も

勘
当
を
言
い
渡
さ
れ
、
否
応
な
く
三
千
代
と
と
も
に
「
一
家
」
を
成
さ
ざ
る
を
え

な
く
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
重
な
り
は
決
し
て
偶
然
の
も
の
で
は
な
く
、
『
そ
れ
か
ら
』
に
お
い

て
漱
石
は
多
分
に
伊
藤
博
文
を
下
敷
き
に
し
つ
つ
、
主
人
公
の
代
助
を
造
型
し
た

節
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
三
年
前
に
三
千
代
を
平
岡
に
譲
っ
た
こ
と
に
「
周

旋
」
と
い
う
言
葉
が
充
て
ら
れ
て
い
る
が
、
伊
藤
は
若
年
の
頃
か
ら
人
間
関
係
の

な
か
で
巧
み
に
立
ち
回
る
「
周
旋
」
の
術
に
長
け
た
人
物
で
あ
り
、
師
の
吉
田
松

陰
に
「
周
旋
家
」
と
い
う
あ
だ
名
を
付
け
ら
れ
て
い
る
（
４
）

。
ま
た
代
助
が
三
十

歳
に
な
ろ
う
と
し
て
ま
だ
結
婚
し
て
い
な
い
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
「
比
較
的
金

銭
に
不
自
由
が
な
い
の
で
、
或
る
種
類
の
女
を
大
分
多
く
知
つ
て
ゐ
る
」
（
七
）

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
他
の
漱
石
の
主
人
公
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
う
し
た

側
面
は
、
や
は
り
花
柳
界
の
女
性
と
の
昵
懇
が
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
伊

藤
の
輪
郭
と
重
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
代
助
が
「
好
い
て
ゐ
る
」
（
三
）
と
い

（5）
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を
左
右
す
る
可
能
性
の
あ
る
韓
国
と
い
う
外
交
の
要
所
を
治
め
る
伊
藤
の
や
り
方

が
、
「
我
々
よ
り
見
れ
ば
余
り
に
遠
慮
に
過
ぎ
た
り
と
思
る
ゝ
点
少
か
ら
ず
」
と

い
う
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。

伊
藤
博
文
の
韓
国
統
治
に
対
す
る
基
本
的
な
理
念
は
、
西
洋
諸
国
を
範
と
し
て

近
代
化
を
実
現
し
た
日
本
に
韓
国
を
倣
わ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
西
洋
文
明
と
同
調

し
つ
つ
自
主
独
立
の
道
を
歩
む
べ
く
「
指
導
」
す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
た
。

こ
の
理
念
は
あ
く
ま
で
も
韓
国
人
が
そ
れ
を
主
体
的
に
理
解
し
、
日
本
人
に
協
力

す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
実
に
は
伊
藤
が
統
監
に
着
任
し
た
明
治

三
九
年
（
一
九
〇
六
）
三
月
以
来
、
韓
国
人
が
そ
う
し
た
姿
勢
を
積
極
的
に
示
す

こ
と
は
な
く
、
抗
日
感
情
は
む
し
ろ
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
端
的
に
伊
藤
が
統
監
を

務
め
る
期
間
に
義
兵
に
よ
る
抗
日
闘
争
が
頻
発
し
、
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
明
治
四
一

年
（
一
九
〇
八
）
に
は
一
五
〇
〇
回
近
い
衝
突
が
発
生
し
、
義
兵
の
死
者
も
一
万

人
を
超
え
た
（
３
）

。
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
ハ
ー
グ
密
使
事
件
も
起
こ
っ
て
い

る
が
、
意
に
反
す
る
状
況
の
継
起
に
伊
藤
は
当
初
の
韓
国
統
治
の
理
念
を
断
念
し
、

統
監
の
職
を
辞
す
る
と
い
う
選
択
に
至
っ
た
の
だ
っ
た
。

二　

「
保
護
」
か
ら
「
併
合
」
へ

伊
藤
博
文
が
持
論
の
保
護
国
政
策
か
ら
韓
国
を
併
合
す
る
方
向
に
転
じ
た
の
は

辞
職
直
前
の
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
四
月
頃
で
あ
っ
た
。
韓
国
併
合
を
断
行

す
る
閣
議
決
定
の
た
め
の
足
固
め
を
し
て
い
た
桂
太
郎
首
相
と
小
村
寿
太
郎
外
相

が
、
併
合
反
対
派
と
認
識
し
て
い
た
伊
藤
に
直
談
判
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
意
外
に

も
伊
藤
は
そ
れ
を
承
諾
し
、
七
月
六
日
の
閣
議
決
定
に
至
る
運
び
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

こ
の
時
期
に
生
ま
れ
た
伊
藤
の
併
合
断
行
へ
の
翻
意
は
事
後
の
研
究
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
同
年
四
月
下
旬
に
東
京
上
野
の
精
養

軒
で
開
か
れ
た
韓
国
紳
士
日
本
観
光
団
の
歓
迎
会
で
の
演
説
で
も
、
伊
藤
は
日
本

と
韓
国
が
「
一
家
」
を
成
そ
う
と
し
て
い
る
と
語
っ
て
併
合
の
方
向
を
示
唆
し
、

聴
衆
を
驚
か
せ
た
。
漱
石
の
日
記
（
一
九
〇
九
・
四
・
二
六
）
に
は
こ
の
観
光
団
に

関
す
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
、
伊
藤
の
演
説
へ
の
言
及
は
な
い
も
の
の
、
そ

の
内
容
は
当
然
了
解
し
て
い
た
。

韓
国
観
光
団
百
余
名
来
る
。
諸
新
聞
の
記
事
皆
軽
侮
の
色
あ
り
。
自
分
等
が
外

国
人
に
軽
侮
せ
ら
る
ゝ
事
は
棚
へ
上
げ
る
と
見
え
た
り
。

　
　

（
中
略
）

も
し
西
洋
外
国
人
の
観
光
団
百
余
名
に
対
し
て
同
一
の
筆
致
を
舞
は
し
得
る
新

聞
記
者
あ
ら
ば
感
心
也
。

漱
石
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
観
光
団
は
韓
国
の
元
老
や
前
大
臣
、
学
者

な
ど
に
よ
っ
て
成
る
総
勢
百
名
を
超
え
る
団
体
で
あ
り
、
統
監
府
の
機
関
紙
で

あ
っ
た
『
京
城
日
報
』
の
主
催
で
招
か
れ
、
製
紙
工
場
や
農
業
試
験
場
、
工
芸
博

覧
会
な
ど
東
京
各
所
の
施
設
を
見
学
し
て
い
る
。
伊
藤
の
演
説
の
要
約
や
紹
介
は

翌
二
四
日
の
「
諸
新
聞
」
で
多
少
差
が
あ
る
も
の
の
、
日
本
と
韓
国
の
関
係
に
つ

い
て
は
「
同
一
目
的
に
進
み
更
に
進
ん
で
一
家
と
な
ら
ん
と
す
る
の
境
遇
に
在
り
」

（
『
万
朝
報
』
）「
今
後
恰
も
一
家
族
の
如
く
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
」（
『
読
売
新
聞
』
）
、「
両

（4）
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と
連
続
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
非
公
式
の
密
使
に
よ
る
訴
え
は
国

際
社
会
の
支
持
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
高
宗
は
こ
の
事
件
を
理
由
と
し
て

同
年
七
月
に
退
位
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま
た
同
月
に
韓
国
軍
隊
を
解
散
さ
せ
、
司

法
・
行
政
を
日
本
人
が
実
質
掌
握
す
る
な
ど
、
韓
国
の
自
治
権
を
全
面
的
に
無
化

す
る
内
容
を
持
つ
第
三
次
日
韓
協
約
が
調
印
さ
れ
、
韓
国
は
事
実
上
日
本
の
支
配

下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

漱
石
は
高
宗
の
退
位
に
つ
い
て
小
宮
豊
隆
宛
書
簡
（
一
九
〇
七
・
七
・
一
九
付
）

に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

朝
鮮
の
玉
〔
王
〕
様
が
譲
位
に
な
つ
た
。
日
本
か
ら
云
へ
ば
こ
ん
な
目
出
度
事

は
な
い
。
も
つ
と
強
硬
に
や
つ
て
も
い
ゝ
所
で
あ
る
。
然
し
朝
鮮
の
王
様
は
非

常
に
気
の
毒
な
も
の
だ
。
世
の
中
に
朝
鮮
の
王
様
に
同
情
し
て
ゐ
る
も
の
は
僕

ば
か
り
だ
ら
う
。
あ
れ
で
朝
鮮
が
滅
亡
す
る
端
緒
を
開
い
て
は
祖
先
に
申
訳
が

な
い
。
実
に
気
の
毒
だ
。

高
宗
の
退
位
を
「
実
に
気
の
毒
」
と
同
情
し
つ
つ
も
、
一
方
で
「
こ
ん
な
目
出

度
事
は
な
い
」
と
喜
ぶ
記
述
は
、
漱
石
の
韓
国
・
朝
鮮
に
対
す
る
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ

ン
ト
な
感
情
を
示
す
と
と
も
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
漱
石
の
ア
ジ
ア
へ
の
蔑
視
的

な
眼
差
し
を
傍
証
す
る
も
の
と
し
て
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
韓
国
に

「
も
つ
と
強
硬
に
」
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
「
今
回
の
事
件
に
付
韓
国

と
合
併
す
べ
し
と
の
論
あ
る
も
」
と
い
う
、
引
用
し
た
伊
藤
博
文
の
言
葉
に
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
世
論
の
大
勢
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
念
頭
に
置
か
ね
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
引
用
の
箇
所
の
前
で
伊
藤
は
「
外
交
権
を
日
本
に
譲
渡
し
な
が

ら
、猶
且
陰
謀
を
企
て
海
牙
〔
ハ
ー
グ
〕
の
如
き
失
態
を
演
じ
る
と
は
何
事
ぞ
や
」

と
い
う
憤
り
を
高
宗
に
述
べ
立
て
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
が
、
日
本
側
か
ら
す
れ

ば
、
ハ
ー
グ
密
使
は
締
結
さ
れ
た
協
約
の
内
容
そ
の
も
の
に
対
す
る
逆
行
で
あ
っ

た
た
め
に
、
面
従
腹
背
的
な
振
舞
い
と
し
て
映
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
漱
石
の
口

振
り
に
も
そ
う
し
た
憤
懣
が
滲
出
し
て
い
る
。

と
く
に
伊
藤
に
と
っ
て
は
密
使
の
派
遣
は
予
想
さ
れ
た
事
態
で
あ
り
、
そ
れ
が

生
起
し
な
い
よ
う
に
高
宗
に
釘
を
差
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
に
、
憤
り
は
抑
え
難
い
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
伊
藤
は
密
使
事
件

へ
の
憤
懣
か
ら
併
合
を
言
い
募
る
世
論
を
制
す
る
よ
う
に
「
合
併
の
必
要
な
し
」

と
明
言
し
、
持
論
の
保
護
国
政
策
を
持
続
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
対
す
る
世
論

の
評
価
は
決
し
て
高
く
は
な
く
、
二
年
後
の
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
六
月
に

統
監
を
辞
す
る
際
に
は
そ
れ
を
惜
し
む
声
は
ほ
と
ん
ど
上
が
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
伊
藤
の
韓
国
に
対
す
る
施
策
が
微
温
的
で
、
韓
国
人
を
慮
り
す
ぎ
る
た

め
に
日
本
人
の
利
益
を
損
ね
て
い
る
と
い
う
見
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
。
た
と
え
ば
「
惜
し
ま
れ
ざ
る
伊
藤
統
監
の
辞
任
」（
『
朝
鮮
』
一
九
〇
九
・
七
）（
２
）

と
題
さ
れ
た
時
事
論
評
で
は
、
伊
藤
は
「
一
に
韓
国
其
れ
自
身
の
発
展
に
寝
食
を

忘
れ
、
韓
人
其
れ
自
身
の
幸
福
を
図
り
感
情
を
傷
つ
け
ざ
る
こ
と
に
汲
々
し
、
所

謂
韓
国
本
位
韓
人
本
位
を
以
て
統
監
政
治
の
本
義
と
せ
り
」
と
括
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
山
路
愛
山
に
よ
る
「
伊
藤
公
と
韓
国
経
営
」
（
『
太
陽
』
一
九
〇
九
・
七
）
と

い
う
長
い
論
評
で
も
、
「
大
日
本
帝
国
臣
民
の
一
人
と
し
て
少
し
く
伊
藤
公
の
事

業
を
批
判
し
て
見
た
く
思
ふ
な
り
」
と
い
う
感
慨
か
ら
始
ま
っ
て
、
日
本
の
命
運

（3）
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容
し
て
い
く
の
に
応
じ
て
、
新
た
な
Ｆ
が
作
品
の
主
題
と
し
て
の
位
置
を
占
め
る

こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
日
露
戦
争
の
終
結
後
、
日
本
の
外
交
の
主
要
な
問
題
と
な
る
と
と
も
に

漱
石
の
作
品
世
界
で
中
心
的
な
Ｆ
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
の
が
、
明
治

四
三
年
（
一
九
一
〇
）
八
月
に
遂
行
さ
れ
る
に
至
る
韓
国
併
合
で
あ
っ
た
。
日
露

戦
争
後
「
保
護
国
」
化
と
い
う
方
向
で
朝
鮮
半
島
へ
の
支
配
を
強
化
し
て
い
っ
た

流
れ
が
、
併
合
に
向
か
っ
て
加
速
し
て
い
く
の
は
、「
保
護
国
」
派
の
立
場
に
あ
っ

た
伊
藤
博
文
が
朝
鮮
総
督
府
統
監
を
辞
任
す
る
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
八
）
中
頃

か
ら
で
あ
っ
た
が
、『
そ
れ
か
ら
』『
門
』（
一
九
一
〇
）『
彼
岸
過
迄
』（
一
九
一
一
）

『
行
人
』
（
一
九
一
二
～
一
三
）
と
い
っ
た
、
そ
の
間
な
い
し
併
合
後
の
状
況
が
進

行
し
て
い
く
時
期
に
も
た
ら
さ
れ
た
作
品
群
に
は
、
そ
の
折
々
に
お
け
る
日
本
と

韓
国
（
朝
鮮
）
と
の
関
係
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
ら
れ
る
の
で
あ

る
。な

か
で
も
『
そ
れ
か
ら
』
『
門
』
に
共
通
す
る
、
主
人
公
の
青
年
が
友
人
の
妻

や
共
棲
者
を
奪
い
取
っ
て
自
分
の
も
の
に
す
る
展
開
な
い
し
前
史
は
、
ま
さ
に
そ

の
時
期
に
進
行
し
て
い
っ
た
日
本
と
韓
国
の
間
の
出
来
事
と
照
応
し
て
い
る
。
も

と
も
と
「
非
我
」
の
世
界
を
Ｆ
に
よ
っ
て
焦
点
化
し
、
「
我
」
す
な
わ
ち
自
身
の

観
点
に
よ
っ
て
そ
れ
を
括
り
取
る
と
い
う
漱
石
の
創
作
の
理
念
に
照
ら
せ
ば
、
同

時
代
の
重
要
な
外
交
問
題
で
あ
る
韓
国
併
合
が
そ
の
触
手
を
動
か
さ
な
い
と
い
う

こ
と
は
考
え
難
い
。
加
え
て
漱
石
は
イ
ギ
リ
ス
留
学
以
来
、
国
際
社
会
に
お
け
る

日
本
の
位
置
づ
け
に
強
く
意
識
を
喚
起
さ
れ
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
作
品
の
モ
チ
ー

フ
と
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
韓
国
併
合
が
な
さ
れ
る
同
時
期
の
作
品
に
お
い
て
も

そ
れ
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
想
定
す
る
の
は
不
自
然
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

こ
こ
で
作
品
の
執
筆
時
期
と
韓
国
併
合
の
進
行
の
状
況
を
照
ら
し
合
わ
せ
れ

ば
、
『
そ
れ
か
ら
』
が
起
稿
さ
れ
た
の
は
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
五
月
三
一

日
で
あ
り
、
脱
稿
し
た
の
は
同
年
八
月
一
四
日
で
あ
る
（
１
）

。
そ
し
て
こ
の
時
期

が
日
本
の
韓
国
に
対
す
る
政
策
の
転
換
点
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な

い
。
当
時
の
統
監
府
統
監
の
伊
藤
博
文
は
そ
れ
ま
で
一
貫
し
て
韓
国
の
併
合
に
は

否
定
的
な
姿
勢
を
示
し
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
六
月
に
起
き
た
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
て
い
た
第
二
回
万
国
平
和
会
議
に
韓
国
皇
帝
高コ

ジ
ョ
ン宗

が
密

使
を
送
り
、
第
二
次
日
韓
協
約
（
日
韓
保
護
条
約
）
の
無
効
を
訴
え
る
い
わ
ゆ
る

ハ
ー
グ
密
使
事
件
が
起
き
た
後
も
、
世
論
に
抗
す
る
形
で
「
今
回
の
事
件
に
付
韓

国
と
合
併
す
べ
し
と
の
論
あ
る
も
合
併
の
必
要
な
し
、
合
併
は
却
て
厄
介
を
増
す

ば
か
り
何
の
効
な
し
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
七
・
八
・
一
）
と
明
言
し
、
韓

国
を
「
保
護
国
」
の
位
置
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
を
主
張
し
た
。

ハ
ー
グ
密
使
事
件
の
前
提
と
な
っ
た
第
二
次
日
韓
協
約
は
、
明
治
三
七
年

（
一
九
〇
四
）
八
月
に
調
印
さ
れ
た
第
一
次
日
韓
協
約
に
つ
づ
い
て
、
明
治
三
八

年
（
一
九
〇
五
）
一
一
月
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
次
協
約
が
、
韓
国
政
府

が
外
国
と
の
条
約
締
結
を
お
こ
な
う
場
合
も
日
本
政
府
代
表
者
と
の
協
議
を
経
る

も
の
と
す
る
な
ど
、
韓
国
の
外
交
の
主
体
性
を
相
対
化
す
る
内
容
を
も
っ
て
い
た

の
に
対
し
、
第
二
次
協
約
で
は
さ
ら
に
進
ん
で
韓
国
は
日
本
の
仲
介
な
し
に
他
国

と
条
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
韓
国
の
主
体
的
な
外
交
権

を
剥
奪
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
協
約
の
締
結
後
高
宗
は
こ
れ
を
無
効
で
あ
る
こ
と

を
訴
え
る
文
書
を
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
送
り
、
明
治
四
〇
年
の
密
使
事
件
へ

（2）
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一　

背
景
と
し
て
の
日
韓
関
係

『
そ
れ
か
ら
』
（
一
九
〇
九
）
に
お
け
る
の
代
助
の
行
動
の
基
底
に
う
ご
め
い
て

い
た
の
は
、
作
中
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
経
済
的
な
疲
弊
を
強
め
、
ロ
シ
ア
に
勝
っ

て
自
国
の
独
立
を
確
保
す
る
と
い
う
〈
理
想
〉
も
見
失
わ
れ
た
日
露
戦
争
後
の
状

況
の
な
か
で
、
自
身
に
「
自
然
」
と
し
て
内
在
す
る
感
覚
に
従
っ
て
生
き
よ
う
と

す
る
志
向
で
あ
っ
た
。
文
学
的
な
潮
流
と
も
符
合
す
る
こ
の
「
自
然
主
義
」
的
な

傾
斜
に
促
さ
れ
る
よ
う
に
、
代
助
は
三
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
三
千
代
と
の
関
係
を

復
活
さ
せ
、
彼
女
を
友
人
の
平
岡
か
ら
奪
い
取
る
と
い
う
行
動
に
踏
み
出
す
の

だ
っ
た
が
、
そ
の
背
後
に
想
定
さ
れ
る
も
の
は
浪
漫
的
な
〈
理
想
〉
で
は
な
く
内

在
的
な
生
命
感
を
導
き
手
と
す
る
「
自
然
主
義
」
に
加
え
て
、
漱
石
が
こ
れ
ま
で

も
つ
ね
に
作
品
構
築
の
際
に
念
頭
に
置
い
て
き
た
日
本
と
外
国
の
関
係
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
（
一
九
〇
五
～
〇
六
）
に
話
題
と
し
て
盛

り
込
ま
れ
、
『
坊
つ
ち
や
ん
』
（
一
九
〇
六
）
の
構
図
に
写
し
出
さ
れ
て
い
る
日
露

戦
争
や
、
『
三
四
郎
』
（
一
九
〇
八
）
に
透
か
し
見
ら
れ
た
維
新
以
来
の
対
西
洋
の

関
係
な
ど
、
漱
石
の
作
品
に
は
未
成
熟
な
近
代
国
家
と
し
て
の
日
本
が
西
洋
列
強

と
の
せ
め
ぎ
合
い
に
晒
さ
れ
る
様
相
が
、
主
人
公
の
行
動
や
彼
を
め
ぐ
る
人
物
同

士
の
関
わ
り
に
託
さ
れ
る
形
で
表
象
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
漱
石
が

描
き
出
そ
う
と
す
る
「
非
我
」
の
世
界
の
Ｆ
（
観
念
的
焦
点
な
い
し
集
合
的
関
心
）

で
あ
り
、
『
文
学
論
』
（
一
九
〇
七
）
で
詳
述
さ
れ
る
よ
う
に
そ
れ
が
時
間
的
に
変

（1）


